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卷 五 十 三 第 誌 雜 學 物 動lt　1 ）

動

物

爨

雜

誌

（ 、
第
囂

＋

羅

卷
）

、

第

四

着

十
圃

號

　
大
正

＋
ご

隻
月

＋
五

日

發
行

報

　
交

　
｛

臺
灣
瀧
淡「
水
魚
の

分
布
を

論
し

併
ぜ

て

臺
灣
と

附
近
各
地
と
の

　
　

　

地
理
的
關
係
に

及
ぶ
（

大
正

十
一
年

十

月
十

五

a
受

領
）

内

　
　
容

緒

　
言

　一
、
鴫
臺

灣

本一
島
の

地

勢

　
二
、

靈

灣
本

島
の

水

系

　
三

、

生

物
學

上

よ

り

見
壮
る

臺
灣

　
四
・

臺

灣
産
淡

水
魚
に

關
す

る

既

往

の

知
見

總 第 第 第 第 第
　 五 四 三 ニ

ー・

措 章 章 章 章 章

靈

灣冖
産
淡

水
魚
の

分

布

臺

灣
産
淡

水
魚
の

系
統

臺、
灣
本

島
と、
支
那
犬
陸

並

び
に

附

近
諸

島
と

の

地

理

的

關

係

臺

灣
島
内
に

於
け
る

淡
水

魚

の

分

布

　

　
　

　

　
匸

臺

灣
に

先
佳
ぜ

ろ

淡

水
魚

　

　

　
　

　
緒

　

言

　

　

　
　
剛
、

薹
灣
本
島
の

地
勢

　

臺
灣
島
は

亜

細
亜

大
陸
の

縁
邊
に

羅
列
せ

る

我
が

日

本

列・
島
の

最

南
に

位
し
北

緯
二

十
一

度
四

十
丑

分
よ

わ
二

十
五

度
三

十

五
分

理

學

博

士

大

島

正

滿

に

及
び

東
經
百
二

十
度
二

分
よ

b
百
二

十
二

度
六

分
の

問
に

横
だ

は

り

北
回
歸
線

其
中
部
を
逋
過

せ
り

、

其

東
北
に

は

沖
縄

列
島
灣

形
を
な

し
て

連
な

り
共

に

北

方
に

東
支
那
海

を
擁
し
南
は
バ

シ

ー

海
峽
を

距
て

践

比

律
賓
群

島
と
相

對
し
共

に

其
内
面
に

南

支
那
海

を

抱
け
b

。

東
南
爾
支
那
海
を

扼
す
る

も
の

即

ち
麌
灣
海

峽
に

し

て

其

幅
僅
に

九
十

哩
以
て

臺
灣
島
の

北

遘
を
限
り
一

葦

帶
水
支

那

編
建
省

と
旃

對
峙
せ

し
む

。

　

島
の
重巾

岸
は

直
ら

に
太
不

洋
の

深

海
床
に

臨
み

其

百
尋
線
を

超

ゆ

る

や

海
底

俄
に

其

深
さ

を
増
し
沖

維
列

島
の

外
側
に

浩

う
て

横

た

は

れ
る

琉
球
海

浦
（

深
さ
三

千
乃
至

三

千
五

百

尋
）

に

移
行

す

れ

ど
も

支

那
大
陵
に

面

す
る

海
底
は
一

大

海
棚
を
な

し

深
さ

百
尋
を

出
で

ざ
る

淺
海
を

形
成

せ

ウ、

換
言

す

れ

ば
臺

灣
島
は
亜

細
亜

大

陸
を

圍
繞
せ

る

一

大

海
棚
の

縁
漫
に

聾
ゆ
る

離
島
に

し
て

附
近

海

底
の、
深
度

其
他
の

状
況
は

往
時
支

那
大

陸
の
一

部
分
な

わ

し

事
を

推

定
せ・
し
む
る

に
足

る
べ

き
有

力
な

る

材
料
を

提
供
す

。
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ぷ 及 に係 關的理 地 の と地 各近附 と灣臺て せ 併 じ論を布分の 魚水淡産灣臺　（2 ）

　

鋤
々

臺
灣
は

四

園
に

散

在
せ

る

數
個
の

屬
島
を
併
せ

て

面

積
二

千
三

百
二

十
四

方
里
を

占
め

廣
袤
略
々

九
殉
本
島
と
相

等

し、

其

主

島
は

賂

紡
経
形
を

呈
し

南
北
の

長
さ

九

十
七

里

孕
東
西
三

＋

六

里

周
回
二

百
九
十
里
を

算
し
北
々

束
よ

り

南
々

西
に

延

亘
せ

b
、

其

海
岸
線
は

頗

る

單
調
に

し
て

岬

角
港
灣
の

參
差
出
入

す
る

も
の

極
め

て

尠
な

く

發
逹
の

程
度

本
邦
諸
島
に

比

し
て

蓬
に

後
に

位
せ

り
、

思
ふ

に

斯
ゐ
地

勢
は

臺
灣
本
島
を
構
成
せ

る

山
脈

の

趨

勢
と

密
接
な
る

關
係
を

有
す

る

も
の

な
る

べ

し。
‘

　

　
°

　
今
臺
灣
本
島
の

山

系
を
概

觀
す
る

に

其
中

央
よ

ら

少
し

く

東
に

偏
し
島
の

背
梁
を

な

し
て

走
れ
る

主

山

脈
あ

り

山

勢
嶮
峻
に

し
て

巍
蛾

窪
る

高
山

聾
立

し

高
山

性
の

特
色

を

發
揮
せ

り、

其
西
に

當

り

之
に

李

行

し
て

走
れ
る

低
山

性
の

画

脈
あ

り

更
に

西

す

れ
ば

低

き

臺
地
其

山

麓
に

蓮
亘

し
て

展
開

し

漸
次

高
さ

を

減
じ

て

西

部
海

岸
一

帶
の

沃

野
に

連
れ

り、

主

山

脈
の

束
方
に

は

之

と

平

行

し
て

縱

走
せ

る

構
造

谷
を
距
て

臺
東
山

賑

海

岸
に

沿
ひ

て

延
亘
せ

る

が

其

山

脚

直
ち
に

太
準

洋
に

向
ひ

て

突
入
し

千

仭
の

絶
壁
怒
濤
を

噛

み

て

聾
立

せ

り
。

　
臺
灣
本
島
の

中
軸
を
構
成
す
る

前
記
主

山

脈
は

之

を

中
央
山

賑

と

稱
し
島
の

北

東
角
を
な
せ

る

宜

蘭
亭
野

の

南

北

に

於
て

其
端
を

發
す、

北
方
の

由

賑

は
之

を

棲
蘭
山

脈

と

稱
し
三

貂

角
に

其

源
を

發
せ

る

が

山

勢
高
綾
に

し
て

宜
蘭
李

野
と

臺
北
卆

野

を

貫
流
す
る

淡
水

河
の
一

支
流
北

勢
溪
流
域
と
の

分
水

嶺
を
な

し

西
甫
に

延

び

て

淡
水

河
の

他
の

支
流
セ
る

南
勢
溪
と
宜

蘭
李

野

を
貫
流
す
る

濁

水
溪
と
の

分
水

嶺
を

構
成
す

、

右
の

山

脈

は
更

に

西
南
に

進
み

淡

水

河
の

本
流
だ

る

大山
科
叫

状

溪
と
宜

蘭
濁
水
溪
と
の

水

を
分
ち
π
る

後
大
覇
尖
山
（

三

三

九
四

米
）

を

起
し
て

甫
に

轉
じ

濁
水

溪
及
び

大

甲
溪
の

水

界
附
近
に

於
て

北

部
峯

灣
の

最
高

峯
シ

ル

ビ

ヤ

田

（

三

九
三

九
米
）

を

起
し
再
び
束
に

向
ひ

て

畢
録

由
（

三

五

七
六

米
）

と

な

る
。

　
宜

蘭
夲

野
の

南
方

を

扼
せ

る

山

脈
は

之

を

南
潮

山
賑
と

稱
し
蘇

澳
灣
に

發
し
て

衣

第
に

西
南
に

轉
じ

南
湖
大

出
（

三
六

六

七

米
）

を

起
し
起

る

後
更
に

西
南
に

走
り

て

畢
録
山
に

會
す

。

　
畢
録
由
に

於
て

南
北

兩
支
脈

を

併
せ

セ
る

中
央
山

脈
は

略
々

西

南
を

指
し
て

島
の

中
央

に

向
ひ

高
峯
起
伏
せ

る

嶮
峻
な

る

連

嶺
を

な

し
て

南
走
す、

其

位
置
非
對
稱

的
に

し
て

箸
し
く

東
偏
せ

る

と

同
時
に

地

形
亦

非

封
稱
的
な

り、

即
ち

西
に

向
つ

て

は

由

岳
重
疉

爽

第
に

其

高
か

を

減
じ

て

長
く

連
亘

す
る

に

反
し

東
に

向
つ

て

は

急
傾

斜
を

な

し
て

臺
東
の

構
造

谷
に

臨
め

り

從
つ

て

東
西
の

分
水

嶺
は

著
し
く

東
方
に

偏
在
し
西

部
に

長
流
多
き

に

反
し
東
臺
灣
の

河
川

は

短

く
し
て

水
勢

頗
る

急
な

勢
。

　

中
央

出

脈
連

嶺
の

峯・
頭

中
合
歡
山

（

三

九
三

九

米
）

菩
莱
主

山

（

三

三

九
四

米
）

丹

大
山
へ

三

五
一

五

米
）

等
世
に

著
聞
せ

る

が

丹

大

山
を

過

ぐ
れ

ば

少
し
く

西

に

折
れ

て

秀

姑
鑾

些
三

六

五
二

米
）

を

起
し

再
び

轉
じ
て

南

方
に

向
ふ
、

斯
く
て

南
下
せ

る

山

脹
は

臺
東

及

び

阿
猴 ，
兩
廳
界
を

走
り

關
山
（

三

六
六

六
米
）

小
關
山
（

三

二

五

五

米
）

卑
南
大

山
（

三

六
三

六

米
）

大
武

山
（

三

〇
亠

ハ

○

米
）

南
大

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
σ

武

由
（

三

〇

〇
〇

米
）

等
を
起
し
て

島
の

南
端
に

到
逹

す
一

但

し

南

す
る

に

從

ひ
て

肉

勢
次

第
に

衰
へ

恒

春
地

方
一

帶
の

丘

陵
に

連
b

て

逾

に

鵞
鑾
鼻
岬

角
に

耋
く

。

　

右
主

山

脈
の

縱
走
す
る

處

其
西
方
に

於
て

屡
々

支
脈

を

分
派
し
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諸
慮
に

秀

峯
簇
立

せ

る

凶

彙
を

形
成

す、

其

最
も

著
聞
せ

る

は

新

高
山

彙
に

し
て

秀

姑
鑾
由
の

西
に

當
蟄
て

聾
立

し
本

邦
に

於

け
る

最
高

峯

を
形

成
せ

塾
、

此
の

群
山
は

濁
水
溪
の

一

支
流
た
る

原

有

蘭
溪
と

下

淡
水
溪
の
一

支
流
篭
濃
溪
と
の

分
水

嶺
を
な

せ

る

鞍
部

を
顕
て
・

》

別

に
一

騨

を
な

し

海

拔
實
に

三

九
六
二

米
突

を

算
す

。

　

新
高

田

彙
の

北

方

に

は

群

大

溪
を
距
て

よ

主
由
脈
に

罕

行
せ

る

群

大・
田

賑
丁
の

b
　…
群

大
山冖
（一
二

二
山

ハ

∩
）

 

本
）

　

鑾
大
由冖
（→
二

〇
亠

ハ

○

米
）

治

茆
山
（

二

九
一

五

米
）

等
を

起

し

北
す
る

に

從
ひ
て

漸
（

高
さ

を

減
す
れ

ど

も

濁
水

溪
の

峽
谷

を

越
へ

て

日

月

潭
の

東
部
に

至

る

や

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

一

水

肚
大

掬
（一

二

八
二

米
）

大

尖
出
（

二

〇

九
四

米
）

等
の

連

峯
を

作

り

埔
里
瓧
盆

地
の

束
を

廻
り

て

北
進
し

更

に

遙
に

東
北

に

轉
じ

大

　
　

　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　

嶌
寂
溪
上

流
の

縱

谷
を

隔
て

よ

季
頭
山
を

戴
け
る

山

脈
に

連
亘

す。

　

新
高
山

彙
の

南

方
に

於
て

は

其
山
賑

延

び
て

二

三

の

高
峯
を

戴

け
る

も

南
す
る

に

從
ひ
て

山

勢
次

第
に

低

下

す
、

以

上
の

外

群
大

山
脈

と

中
央

山

賑

と
の

聞
に

束
鑾
大

山、

東
群

大

山、

卓
瓧
大

出

等

の

高
峰
を

有
す
る
一

出
脈

あ

り
。

　

右
に

逋
べ

詫
る

は
臺
灣
本
島
の

脊
梁
を
な

せ

る

圭

山
脈

に

し
て

山

勢
高
峻
を

極
め

斧
鉞
旬
来
だ

入
ら
ざ
る

處
多
し

、

世
に

之

等

を

汎

稱
し
て

後
出

と
云

ふ
。

　

中
央
出
脈

と

西
蔀
乙

帶
の

卆

野
と
の

問

に

亘

り

更
に
一

連
の

低

幽

脈
起

伏
せ

る

を
見
る

前
出

と
稱
せ

ら
る

る

も

の

即

も
之

に

し

て

前
者
に

卒

行

し
て

走
り

西

麓
択

第
に

傾
き
て

沃

野
に

移
行
せ

り、

元

來
此

由

版
は
一

系
統
を
な

せ

る

も
の

な

れ
ど

も

後
山
よ
b
流
出

す
る

多

數
の

河
流
は

諸
處
に

深
き

谷
を
な

し
て

之

を
切

斷
せ

る

セ

め

整
然
陀

る

蓮

嶺
を
構
成
せ

す
其

先
頭

拭

島
の

東
北

端
鼻
頭

角
に

發

し
新

店
溪
及
び

基
隆
溪
流
域
地

方
の

丘
陵

を
な

し
て

西
南
に

走

り

中
央

山

賑
に

李

行

し
て

連
亘

し

次

第
に

方

向
を

西
々

南
に

轉

す

大

客
寂
溪
上
流

に

於
て

は

枕
頭
出

を

起
し

西

南
に

向
ひ
て

油
羅
崗

鹿

揚

山
を

崛

起
せ

し
め

セ
る

後
起

伏
し
て

次

第
に

南

方
に

轉
じ

大

湖
地

方
に

至

り

て

更
に
一
一

三

の

高

峰
を

起
せ

b
。

　
前
由
の

西
方
に

は

後
瓏…
溪
の
一

支
流
に

よ
り

て

隔
離
せ

ら
る

る

關
東
山

版

あ
b
南
に

延
び
て

臺
申

夲

野
の

束
を

擁
す
る
一

出

飜

を

構
成
し

更
に

南
し
て

濁
水
溪
の

横
谷
に

及
ぷ

頭
科
由
（

八

五
五

米
）

大

横
拜
山
（

一

一

九
七

米
）

等
は
此

の

由

脈
の

峰
頭

な
る

が

山

勢
尚

南
に

延

び

て

大

旺

溪
に

逵
し

中
心

山
（

＝
一

＝
二

米
）

集
々

大
画

（

一

四
二

七

米
）

を
經
て

濁
水

溪
の

横
谷
に

到
邃
せ

り
。

　
關

東
山

脈

以

東
一

帶
の

山

脈

は

画
部
李
野
の

背
後
を

擁
す
る

低

肉

版

を

構
成
せ

る

が

其

背
後
に

は

更
に
一

帶
の

高
峰
聾
立

せ

与

即

ち

中

港
溪
上

流
に

起
れ

る

鹿

揚
大
山

よ
う
連
な

れ
る

山

彙
之

に

し

て

西

南
に

洗
水
山

、

馬

耶

邦
山

を

起
し

大

甲

溪
の

中
流
に

臨
み

て

白
毛

山
（

一

五

三

七

米
）

を

起
せ

り。

　

中
部
臺

灣
に

於
て

は

中

央
山

賑

と
上

記
低
山

脈

と
の

問
に

二

三

の

盆

地

あ
h

。

彼
の

埔
里

融
盆

地
の

如
き

は

其
著
し

き

も
の

に

し

て

直
徑

約
二

里

南
に

魚
池
の

小

盆

地
並

び
に

日

月

潭
を

控
へ

自
ら

山

間
の

別
天

地

を
な

せ

り
。

　
濁

水

溪
谷
以
南
に

蓮
な

れ

る

前
山
々

賑
は

新
高

陶
よ

り

發
す
る

陳
有

蘭
溪
及
び
之

と

並

走
せ

る

清
水
溪
と
の

問
に

介
在
し
高
さ

二

千
米

突

内

外
の

數
峰
を
構…
成
し

薪
高

両
の

西
に

於
て

最
高
峰
塔
出

（

二

五
一

五

米
）

を
起

せ

う、

之

よ
b
以
南
に

於
て

は

下

淡
水
溪
の

上

流

楠

梓

仙
溪
及
び

曾
文

溪
の

上
流

後
大

埔
溪
の

二

流

東
西
に

相
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挙
行
し

主
由
蹶
の

方
面
に

浩

ひ
て

南
々

西
に

流
る

盆

が

故
に

由

賑

も
亦

分
把
れ

て

三

條
と

な
る

、

其
最
東
に

位
す
る

も
の

は

楠
梓

仙

溪
の

東
に

横
た

は
う

南
に

進
み

て

下

淡
水

溪
下

流
の

李
野
に

沒
し

中
帶
を
な

せ

る

も
の

は

前
認
雨

溪
の

間
を
走
b
阿
里
山
の

峯
頭
を

な

し
漸
衣

南
し
て

山
勢

漸
く

衰
へ

遞

に
鳳
由

附
近
の

亭
野
に

至

り

て

盡
く、

最
西

に

位
せ

る
一

脈
は

後

大
埔
溪

上

流
の

西

岸
に

浩

ひ

南
に

走

り

て

山

勢

俄

に

低

萎
し

臺
南
卒

野
に

入

り

て

其

影

を

沒

す
。

　

以
上

逋
ぺ

だ
る

が

如
く

臺
灣
島
の

脊
梁
を
な

せ

る

は

中
央

山
脈

は

高
山
性
特
相
葱
備
へ

之

に

竝

走
せ

る

前
由
々

版

も
其

標

高
之

に

及

ば
ざ
る

も
時
に

高
さ

二

千
米

突
内
外
を
算
し
山

勢
頗

る

嶮
峻
な

り、

此

の

二

帶
の

山
賑

と
夲

行

し
其

西
麓
に

洛
ひ

て

擴
が

れ

る
一

帶
の

臺
地

あ
b
西
に

延
び

て

西

部
海
岸
の

奉
野

を

形
成

す。

　
次

に

東
部
臺
灣
の

山
系
を

瞥
見
す
る

に

海
岸
に

漕
ひ
中

央
山

脈

と
相

甥
し
て
一

帶
の

山

脈

蜒

蟯
蓮
亘
せ

る

を
見
る
、

此
の

山

脈
は

花
蓮
港
の

南
方

木

爪

溪
河
口

に

起
り
て

南
走
し

鼻
南
大

溪
河
口

の

北
に

於
て

蠱
く、

其

幅

極
め

て

狹
く
山

甚
し

く

高
か

ら

ざ
る

も
山

勢
時

に

嶮
竣
な
る

も
の

尠
か

ら

す
南
方

に

於
て

は

海

に

臨
み

段
丘

能
く

發
逹
し

其
幅
時
に

百

米
突
を
算
す

る

も

北
す
る

に

從
ひ

て

海

岸
に

近
接
し

千

仭
の

斷
崖
を
な
で

處
多
し、

之
と

中

央
画

脹
と

の

問
に

は

蔕
坦
狹
長
な
る

構
造
谷
あ
O
稱

し
て

臺
東
亭
野

と
云

ふ
、

　
右
の

外
島
の

北

端
に

於
て

西
々

南
よ
b
束
々

北
の

方

向

を
取

り

て

走
れ
る

大

電
火

山

脈
あ

う
北

及

び

東
の

二

面
は

直
ち
に

東
支

那

海
に

瀕
し
西
は

臺
北

卆

野
及
び

桃
園
の

臺
地

に

推
移
し

南
は

起

伏

せ

る

丘
綾
と
な

b
て

前
山
々

脈

の

廻

點
に

近
接
せ

b
。

　

　
　
　

二
、

臺
灣
本

島
の

水

系

　

以

ヒ

擬
読
せ

る

が

如

く

臺
灣
本

嶋
は
肉

岳
重
患
二

萬
尺

を
超
ゆ

る

高

峯
到
る

處
に

饗
立

し

斷
崖
狭
谷
之

を

縱

横
に

貫
き
て

嶮

綾
な

る

地

勢
を

更
に

錯
綜
せ

し
む

、

其

圭
山

脈
は

東
に

偏
し
て

走
れ

る

が

詫

め

其

東
面
は

單
調
な

る

側
谷
蓊
面

を

穿
ち

相
年

行
せ

る

急
流

其

閲

を

直
下

し
て

直
ち

に

大

卆

洋
に

注

ぎ
河
口

徇
互

石
轉
々

た

る

が

如
き

有

様
を
呈
す

、

之
に

反
し

其

西

面
は

斜
面
大
な

る

が

たト
め

河
流
概
し
て

横
谷
を
な

し
蜒

蝿
西
に

向
つ

て

流
下

す
る

も
時
に

流

路
を

變
じ
て

南
北
に

走
れ

る

山

賑

を

縱

斷
し

迂
余
曲

折
長
流
を
な

し
て

西
部
の

甼
野

を

貫
流
し

以
て

南

支
嘉
海
に
入

る
。

　

今

其

水
系
を

概
読
ぜ
ん
に

北

部
臺
灣
に

於
て

主

要
な

る

を

淡
水

河
と

な

す
、

其

河
長
約
三

十

七
里
上

流
は
南
勢
及

び
北

勢
の

二

流

よ
り

成
り
前

出
々

脈

と
中
央
山

脈

と

を
距
つ

る

峽
谷
に

源
を
登

し

て

北

に

向
ふ、

右
二

流
は

双

溪
目

に

於
て

相

會
し

新
店
溪
と
な

り

て

臺
北
夲
野
に

出

で

東
よ
り

す
る

基
隆

河
と

南
西
よ
b
す
る

大山
科

竣

溪
と

を
併
せ

淡

水
に

至

b
て

海
に

朝
す、

本
流
支

流
共
に

水

量

豊

富
な

b
。

　

桃
園
臺
地

を

流

る

よ

も
の

は

多
く

細
流
に

し
て

南
峩
溪

稍
見
る

ぺ

し
、

新
竹
地

方
に

於
て

は

前

由
に

源
を

發
す
る

鳳
山

溪
中
港
溪

後
瓏
溪
等
綱
を
な

し
て

流
下

す

れ

ど
も
孰
れ
も

河
長
十
四
に

充
た

す
水
量
亦

少
な

し
。

　

中

部
及
び

南

部
の

夲
野
に

出
つ

れ

ば

河
流
の

大
な
る

も
の

甚
だ

多

し

之
等

は

高
峻
な
る

後
山

及
び
前
山
に

源

を

發
し
て

俄
に

挙
野

に

出
つ

る

が

た

め

水

盗
れ

て

數
多
の

分
流
を

作
り

贋
大
な
る

扇
歌

地

を

展
開

し

績
地

長
く
連

な
れ

り、

其
主

要
な

る

河
統
を

北

方
欲

・
9
列

擧
す
れ
ば

左

の

如
し

。
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五 十 三 第 誌 雜 學 物 動（5 ）

　
　
大

安
溪

、

河

長
二

十
西

里
源
を

中

央
山

賑

中
の

大

覇
尖
山

及
び

　
シ

ル

ぜ

ヤ

山

間
に

發
し
西
々

南
に

流
れ

蕃
界
を

出
つ

る

や

谷
漸
く

　
農
く

苑

裡
大

甲
二

邑
問
に

大
な

る

扇
朕
地
を

展
き

十
數
條
の

分
流

　
を

出

し
て

悔
に

注
ぐ

。

　

大
甲
溪

、

湾
長
二

十
七
里
二

十
二

町
シ

μ

ビ

ヤ

山

南
湖

大
山

及

　
び

合
觀
由

に

源

を
發

す
る

三

支

流
合
一

し
て

西
南
に

流
れ

蕃
界
を

　
出
つ

る

や
北

折
し

東
勢
角
附

近
に

於
て

幅
贋
き

谷
と
な

る
、

大

甲

　
薩

に

於
て

低
原
に

識
で

三

角
州

を

造
り
て

海
に

注
す

。

　

大

肚
溪、

河
長
二

十
五

里

七

町
共
上

流
は

中
央
山

脈
中
の

高
峰

　

合
觀
山
の

画

腹
斜
面
に

發
す
る

南
港
及
び

北

港
の

二

流
を
な

す
前

　

者
は

霧
瓧

を
經

て

埔
里
杜

盆

地
に

出
で

其

水

を

集
め

て

西

流
し

龜

　

仔

頭

附

近
に

於
て

南
港
溪
と

合
し

臺

中
南
方
の

臺
地
に

於

て

廣
き

．

砂

績
地

を
作

う
纂

中
盆
地
の

水
を
集
め

て

海

に

注
ぐ

。

　

濁

水
溪、

河

長

四

十
里
三

十
二

町

蠱
灣

第
一

の

長
流

に

し
て

西

部
第
一

の

大

河

だ
b

、

源

を

合
觀
山
の

南
に

發

し

中
央
画
脈

の

西

　

側
に

深
き

縱
谷
を
な

し
て

西
南
に

走
塾

霧

駈

附
近

に

至

り

て

南

流

し

萬
大

溪
土

下

鮭
溪
及
び

秀
姑

鑾
肉
よ

り

發

し
て

北
流
せ

る

群

大

溪
を
併
せ
た

る

後
方

向
を

轉
じ
て

西
に

向
ひ

後
山
前

斑

を
横
斷
し

濁
水
を

湛
ヘ

セ

る

深

刻
な

る

峽
流
と

な

り
て

殺
到

す、

土

地

公

安

嶺
の

麓
に

逹
す

る

や

陳
有

蘭
溪
を
容
れ

更
に

日

月

潭
よ

り

流
出
つ

　
る

水
瓧

溪
を

併
せ

て

西

流
す

れ
ど

も

淘
幅
術
未
だ
其

大

を
な

す
紅

棄

ら
す
林
杷
埔
附
近

を
過

ぐ
る

に

及

び
て

附

近
臺
地

に

發
す

る

水

を
集
め

尋

地
に

入
る
や

大
に

展
開

し

大
小

幾
多
の

分
流

を

放
出
せ

　

る

蕩
然
地

を

作
り

て

海

に

朝
す

、

其
北

方

最

外
部
に

あ
る

小

流
は

彰
化

の

南

を
遒
ぎ
て

海
に

入

ち

南

方
最
外
部
を
な

す

も

の

は
北

港

溌
と
な

b
て

海

に

入
る
、

雨
者
の

中

間
に

あ
う

て

大
な
る

は

濁
水

本

流、

酉

螺
溪、

新
虎
尾
溪
な
6

と
す。

　

臺
南
卒

野
に

於

け
る

河

流
は

孰
れ

も
其

源

を
陬

里

山
に

發
し．
て

西
流
せ

る

が

其

大
さ

前

記
の

諸
流
に

及
ば
キ
、

其

稍
著
し
き

は

嘉

義
の

北

を

流
る

る

牛
稠
溪
其

南
を．
流
る

る

八

奬
溪
及

び

安。
卒
の

西

北
に

於
て

海
に

朝
す
る

曾
文

溪
等
な

り

後
者
の

上

流
は

後
大
埔
溪

と
稱
せ

ら
る

。

　
更

に

南

し
て

阿
猴
卒

野
に

至

れ

ば

本
島
の

最
大

流
下

淡
水
溪
長

蛇
の

如
く

之
を

貫
流
せ

る

を
見
る
、

河
長
三

十
九

里
二

十
二

町
其

源
は

斬
高
山
よ

り

發

す
る

楠
梓

仙
溪
及

び

篭
濃

溪
に

し
て

山
地

を

離
る

る

や

爾
者
祖

會
し
阿

猴
罕

野
を

南

流
し
て

下

淡
水

溪
の

大

流

る

作

塾
一

方

中

央
由

脈
に

源
を

發
し

て

卒
野

に

入

れ
る

武
洛
溪
隘

寮
溪

等
を

併
せ

盆
々

其

大
を
な

し
て

南
に

向

ひ

東
港
の

北
に

於
て

海
に

朝
す

。

　
右
の

外
阿
猴
李
野

を

貫

流
す
る

も

の

に

東
港
溪、

林

仔
邊
溪
等

あ
b
其
支

脈

互
に

錯
綜
し
て

網

猷
を

な
せ

b
。

　
東
部
鏖
灣
に

於

け
る

河
廻
は

前
記
の

諸
川
と

登

然
其

趣
を
異
に

し

河
床

急

傾
斜
を
な

せ

る

亢

め

水

勢
頗
る

急
に

し
て

中

流
若
く

は

下

流
と

見
倣
す
べ

き

部
分
を

鴃
如
せ

b、

其

流
域
詫

る

や
中
央

山

脈
の

東
面

直
ち
に

海
に

追
れ
る

が

故
に

頗
る

独
長
に

し
て

長
流
の

存
在

を
許
さ

す
、

從
つ

て

各
河
規
の

水

量
比

較
的
豊

富
な

れ

ど
も

其

長
さ

極
め

て

短

し、

麌
東
李

野

を

流
る

る

河
流
の

著
し
き

も
の

三

あ
る
、

北

方
に

流
る

る

を

花
蓮
溪

、

中
央
に

位
す
る

を

秀
姑
鑾
溪

、

南
に

流
る

る

を

卑

南
大
溪
と

稱
す

。

　
花
蓮
溪

、

河
長
十
四

里、

蓄

莱
主

虫
以

南
安
東
蘚
山

方

面
に

於
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け

る

中
央
山
賑

の

東
斜
面
を

流
下

す
る

水
を

集
め

セ

る

も
の

に

し

て

其

横
谷
を
な

せ

る

も
の

に

馬

太

鞍
溪、

チ

ヤ

カ

ン

溪
木
爪

溪
等

あ
り
、

臺

東
李

野

に

出
で

て

花
蓮
溪
本
流
と
な
b

北
走
蛇
行

し
て

花
蓮
港
の

南
に

至

り

以

て

海
に

朝
す。

　
秀
姑
鑾
溪、

河

長
十

九
里
七

町
其

水

量
の

大
な

る

臺
灣
第
一

と

稱
せ

ら
る、

源
を
中

央
山

脈
の

高
峰

秀
姑
鑾
山
に

發
し

主
山

脈
の

　　

急
斜

面
を

束
走
し
て

横
谷
を
な

し

臺
東
李
野
に

出
つ

る

や

新
開

園
　叭

の

北
に

發
し

卑
南
大

溪

と
相

背
き
て

北

流
せ

る
一

支
流
を

併
せ

て

北
流
し
タ

ビ

ラ

溪
及

び
パ

ウ

ガ

ウ

溪
を
呑

み

セ
る

後

束
に

折
れ

海

岸
出

版
を

横
斷
し
て

迂

余
曲
折
せ

る

鋏
谷
を

構
成

し

大

港
口

に

至

り
て

海
に

入

る
．

　
曳

南
大

溪、

河
長
二

十
噌

里
二

十
二

町
源
を

中

央
山

脈
の

關

山

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

に

發

し

初
め

新

武
路
溪
と

稱
し
て

束
に

向
へ

る

横

谷
を
な

し

新
開

園
の

南
に

於
て

臺
東
雫

野
に

出
で

南

に

轉
じ
て

北

絲
鬮
溪
を

併
せ

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

卑
南
の

北

に

於
て

海
に

注
す

。

　
上

記

諸
川
の

梳

域
以

北
は

出

岳

重

疊
し

中

央
山

脈

俄
に

斷

絶
し

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

て

海
に

入

れ

る

が

た

め

河

流
の

見
る

べ

き

も
の

尠
な

し
ク

。

キ

リ

溪、

大

濁
水

溪、

大

奮

溥
溪

其
主

た
る

も
の

な

る

が

前
二

者
は

南
湖

　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

大
山

附

近

に

源

を
發

し
て

瞼
峻
な

る

横
谷
を
な

し

東
流
し
て

海
に

入

る
。

　

宜

蘭
雫

野

に

於
て

著
聞

す
る

は

濁

水
溪
な

り
、

河

長
二

十

里

十

四

町

源
を

南
湖

大
出

の

西
ビ

ヤ

ナ

ン

鞍

部
に

發
し

北
々

東
に

走
り

て

宜
蘭
夲

野

に

出
で

幾

多
の

細
流

を

併
せ

た
る

後
東
に

折
れ

複
雜

に

分
岐
し

て

砂

蟹
を

展
開

し

宜
蘭
河

を

分
振
せ

る

後
東
港
に

於
て

再

び

之
を

併
せ

以
て

東
支
那

海
に

朝

す．

　
以
ヒ

略
説
せ
る

が

如

く

臺
灣
本
島
に

は

其

面
積
に

比

し
て

比

較

的
多
く
の

河
川
流
走
す
れ

ど
も

池
沼

湖
水
の

類
に

至

つ

て

は

見
る

べ

き

も

の

至

つ

て

尠
な

し、

南
投
廳
下

埔
里

就
盆
地

を

出
で

て

南

す

れ

ば

更
に

水

祗
の

小

盆

地

あ
り

海
拔
七

百

余
米
突

茲
に

臺
灣
唯

一

の

湖
水
日

月

潭
存

す
周

回
四

里

僅
に

水

耻

溪
に

よ

り
て

濁

水
溪

に

通
す
（

大
日

本
地

誌

に

よ
る

）

。

三、

生
物
學
上

よ
り

見
た
る
臺
灣

　
既
に

認
る

せ

る

が

如
く

臺
灣
本

島
の

面
積
は
略

九

州
に

等
し
く

俯
瞰
せ

る

形
壯

極
め

て

單
一

な

れ

ど
も
一

度
内
部
に

入
り
て

之

を

踏
査
せ

ん

か

峻
峰
叉

酸
峰・

斷
崖
叉

斷
崖

河
川
縱
横
に

之

を

貫
き
て

地

勢
錯
綜

し

面
積
の

大
な

ら
ざ
る

に

拘
は

ら

ず
甚
し
く

地
理

的
變

化

に

富
め

り
。

　
李
面

的
に

之

を
見
る

に

夏
至

線
殆
ど

其

中
央
部
を
横
斷
せ

る

が

故

に

氣
候
温
熱
爾

帶
の

性

を

備
へ

炎
暑

饒

雨

熱
帶
蘭
動
植
物
到
る

蝿
に

繁
殖
せ

る

と
同

時
に

又
北

部
温

帶
地

方
に

産
す
る

種
類
を
も

混
交
せ

し
む

、

次
に

由

岳
分

布
の

歌
況

を
見
る

に

巍
峩
た
る

中
央

由
脹
北

よ
う

南

に

走
b
て

島
を

東
西
二

部
に

分
ち
更
に

前
山
々

脈

新
高
山

彙
等
隨

處
に

起
伏
し
て

之

を

細
分
せ

る

が

た

め

動

植
物
相

互
間
に

濃
厚
な

る

地

方

的

色
彩
を

與
ふ

、

最
後
に

之
を
側
觀
す
る

に

一

萬
尺
以

上

を
算
す

る

高

峰
約
四

十
座

點
々

各
地

に

起

伏
し
峰

頭
四
時

白
雪
皚
々

だ

る

が

如

き
有

樣
な

る

が

故

に

夲

野
は

熱
帶
的

色

彩
顯
著
な

る

に

反
し
山

地
は

全
然
之

と
趣
を

異
に

し
生

育
す

る

動
植
物
凡

て

高
山

性
を

帶
ぷ

。

　
之

を
要
す

る

に

臺
灣
に

於

砂
る

動
植
物
の

系
統
は

其

地

勢

葬
拌
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動五 十 三 ．第 誌 ，維 學 物（7 ）

，

　

な
は

れ

て

整
一

を

触
き

北

方
の

種
類
と
南
方
の

種
類

と

相
混
在
せ

　
る

が

上

に

永

く

大

陸
と
隔

絶
せ

る

離
島
な

塾

し

が
故

に

甚
し
く

變

　

化
に

富
み

生

勒
の

地

理

的
分

布
を

學
ぶ

に

際

し
て

顧
る

興
昧

あ

る

　

事

實
を

提
洪

す
。

　
　
地

圖

を
開

き
て

亜

細

亜
大

陸
の

縁
邏
一

帶
を

瞥
見
す
る

に

日

本

　

列
島
北
よ
り

西
南
に

延

び

深

廣
比

較
的
大
な

ら
ざ
る

日

本
海、

黄

海
、

東
支
那

海
等
を

抱
き

往

時
は
大

睦
の

一

部
な

b
し
か

の

如
き

觀
を

呈
す、

臺
灣
は

實
に

其

最
南
に

位
し

著
し
く

支
那
大

陸
に

近

　

接
せ

る

の

み
な

ら
す
附
近

海

底
の

深
度
亦

大
な

ら
す

從
つ

て

太

古

　

に

於
け
る

支
那
大

陸
と
の

地
理

的
閣
係
頗

る

濃
厚
な
る

を

覺
皇

し

　

む

れ

ど

も

隣
接
せ

る

沖
滬

群

島
若
く
は

比

律
賓
群
島
と
の

關

係
並

　

び

に

前

者
を

連

鑚
と

し
て

相

鍬
せ

る

日

本
な

島
と
の

關

係
の

如

き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

現

時
に

於
て

は

之

を
知
る

に

由
な

し
、

　
　

之

等
の

關
係
を

闡
明
せ

し
む
る

に

際
し
て

最
も

有
力
な
る

は

海

　

を

越
ゆ
る

事
能
は

ざ
る

生

物

を
精
査
し

其
分

布
釈
態
を
基

礎

と

し

一

て

論
斷

を

加
ふ

る

に

あ
る

は

言

を

待
陀

す、

既
に

記
る

せ

る

を
如

　

く

臺
灣
本
島
は

比

較
的
多
數
の

溜
焼

を

有
し
之

に

棲
息

す
る

淡

水

　

魚
族
の

種
類
極
め

て

多
し、

如
上

の

關
係
を

攻

究
す
る

に

當
う

淡

　

水

魚

は
題
強
の

資
料

窪
る

こ

と

喋
々

を

要
せ

ざ
る

嚏
な

れ

ど

も

既

　

往
じ

於
て

臺
灣
産
淡
水

魚
の

學
界

に

報
告
せ

ら
粍

だ
る

も
の

極
め

　

て

尠
な

く

之
を

基

礎
と

し
て

臺
灣
と
大

陸

と
の

地

理

的
關

係

を
云

　

爲
す
る

が

如

き

は
殆

ど
全
く

不

可

能
な

り、

著
者
鏖
灣
の

由

河
に

　

親
し
む
こ

と

茲
に

十
有
余
年

幸
に

し
て

淡
水

魚
族
の

殆

ど
凡

て

を

　

探

集
す
る

を
得
把

る

が

故
に

充
づ

其

種
名
を

査
定
し
延

て

以
て

如

　

上

の

問
題
に

論
及
せ

ん

事
を

企

劃
せ

b
、

響

　

　

　
四、

臺
灣
産

淡
水

魚
に

闘
す
る
既
柱
の

知

見

　
艶

寄
鬘
巨）

影
q

験
田國
→」

彡
「

ヒ」

導
o
国

氏
は

其
著
．

貞
。・

冠

藍

寰
h〔
  ．

中
に

臺
灣
は

博
物

學
者
未
蹈
の

地
（
♂
○

鼠
二
づ

8
σQ剛
暮
蟄

、）

な

う

と

記
る

し

幾
多
貴
重
愉

る

材
料
の

潛
在
せ

る

事
を

指

示
せ

る

が

其

動

物
に

覬
し
て

は

比
較
的
近

代

に

至

る

迄

專
心

錺
究
に

從
ふ

も
の

な

か

り

し

セ
め

斯

界
は

依

然
と
し
て

階
黒
裏
に

收
め

ら
れ
つ

主

あ

り

し
こ

と
普
く

人
の

知
る

處
な

り、

從
つ

て

其
淡
水

魚
の

如

き

も
特

に

之

を
報
告
で

る

人
な

か

う

し
が

斯
界
の

泰
斗

跨
目

鵠
穹

毎
屠
，

円

臣
謁

は

領
臺

前
淡
水

に

駐

在
せ

し

英
國

領
事
の

耄

盪
国

畠
の

致
せ

る

材

料
を
査

定
し
一

八
五

九
−

一

八
七

〇

年
に

亘
う
て

刋

行
せ

る

英
國

墫
物
館
魚
類
目

録
中
に

初
め

て

次

の

十
二

種

を
記
載
せ

瀕
。

ド霤
L

く9po凱 Egpa ド

　
　
　

周
犖

冒
出

鴇

cQ
ロ
鐸

匡
山

鉾

勲
智
气

毒

舘
o

盲゚
・

U
翼
z
掬
d
°。

雌

℃

ミ
裹
臣

§
§

自
9
§

（

巴
H

鷺
鸚

偽
口
ε，

　
　
　

凵、
蟄

目
二

図

O
唄

嘆
冒
蜀

肄

Q
負

『

皇
蔑

堯

登←、
「

ミ
窰
（
「
←

冒
2

団
q
°。）噛

Q
喫

罎
艶
竃
o

ミ
戔
oH

身
2
毎
q
の喀

o
曝

§・＆
ミ
ミ
壷
恥

鳩
霽

誉
 
。

竜
M

ミ四
爵

Φ
猷

謹
匿

国
国

B

き
q。
。

憶

§

ざ
8
喜
畿

靄
（
Q
¢

劉
−

遷
蜀
V

O
慧
§、
母

ミ
ど駒
曳
ミ

罨N
謎

（
雪
囹

呂
目゚

陸

o倉

o
＝

こ

拝

喬
き
◇

罠
ミ
ミ
高h
加

角
苫

耄

5
静

幹
雲「）．

」

黥
戔

ζ
壽

ミ｝
竇
e゚

ミ
さ．
ミ
実
、

ミ
葛

　
O
α
z
日．
斈
窟

謄

亠
o

ぎ、
ぎ

遵

齧

ミ、
曇
苛

ミ
翼
臼

ミ

き
篝

○

雌
寰

月

匿〒
居゚

O、
義
齧
も

脅
寒
籌
寄

蓉

§
『

O

隠

OO

賃
弓
瓢

屮

Q
ミ
隠
噛

鮮

茅

娉

勢
舜

曽

騒

象

Oq

岩
日

山

同一
製゚

 ひ
毳
蝿

o

も
野、
o

曾．
ミ
母
o
段

鼠
恥

O
口

冨
月

聾

峯

建
趨
罷

装
毳

§
篷
物

φ
“

属
＝

崗

騨

匹
切

§
ざ

譜
駒

焙

≒
§
。

鬘
吮

（
φ

舅、
著

簧）
覧
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茸゚

蓼
ミ〜
。

≧

憙
毳
憶

§．
象

（
ω

岳
冨
霧【
シ

弼
翻

§

ぎ
竃

ぎ

ぎ
籌
爲

○
¢ 。

＝

誓
尸

句

愛
o

黥

ぎ
丸

§
幹

§

§
o

恩

置゚。
℃
剴

日
民

田．

雪
鼠

§

§
§
書

（

Qq

＜．
齢

く

曽゚
γ

夢
鳴

§
譯

ぎ
寒
脅

羣
讐

§
§

彗
（
Q

ヨ
輪
く

と
し・

気

誉
§
蕊

書。・
§
ミ
詠
（
Φ
思

彑
（

 
Q

霧
国

詔

薯
Y

9
§
ミ

塁
 

蟄

O
舞
崔
←

9
ミ

誉

き゚・
鳶

ミ
ニ
宍
即

嵩

旻
雷
田｝°

　

　
　

浮
巨
ぢ

弓

8
。

自
蠶゚

o

ミ

き・・

鬢
督

長
日
国

霞
唇
。。

畠
・・）°

　

　
　

扇

詈
ξ

罸
ξ

言
匿
皀゚

 
。

§
。

§

§
乙
博

§
冬・
§
（
ピ
H

鬘
≧

昆゚

§
3．
冬
。＾
§
戔
§
き

篝

§
蕊

O
霞
旨
卜

　

　
　

国
巳
ぐ

O
。
げ

冠
8°

°。

甚
。

讐
蕁
ξ
§

§凡
§
・・

（
⇒
袴
臣 ゚

渇

ミ

§
鳥

蓬
塁

§
§
養・・
O
詮
Hり
笋

斗

ぎ
聴

冨鴨
誉
§剛
。

農
壽

基

O
・。

轟

罎
臣゜

亀
§
ミ

§
§

醤
羞

塞

O
切

蕋
薹．

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
「

）

气゜

ぎ
き
鹿

と
土ハ

に

臺
灣
淡

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

摯
〜

§
》
耋
p
・

§
毳

と

命
名

、鳩 XA．x ．、丶〜 斌

十

種
を

發
見
し
之

を

汐
。

ρ

》
。

監・

翆
界
ω

p
圜

三一

轟

誌
上

に

公

表
せ

り

　

　
　

　

　
　

守
巳
ζ

9
嘗
邑
讐

“ σ ） Ot （Pa σ ）   Φ σ 冫  
o   CD “   叭 吟 Qゆ 邸 H

」

c啅・
龕
。

。、
§

§
帖

謹凡
こ
ミ
器

9
≡

譯、

U
欝
。

寒

ミ
寒

籌
饕

§

§
監
＆軌
O
臣目
譯゚

黥
巷

ぎ
§
§

§
肆
蕁
。

罍
§
o
。・

霞

堅・

音
蓑
罫

§。・
§
ぎ

§
・・

o
・

蕁
諱・

§
ミ

ぎ
ミ
龕
丶
竃

ミ
い

O
°・
蛩「
鼠

セ

馨
§
§
器

器

ざ
寒

蕣
恥

○

塁
H

葎゚
，

訂
§
麟

己

塞

毳
蝕

§
O

畏
H
り

笋噛

」

ぎ
9
ミ
慧

囂

§

ぎ、n
畿

O
价

国
属

誇．

寓

毳
Oo

試

§恥
♂
『

ミ

象

§

○

塁
同

霞

鋭

Q
§
讐
帖

§〜
§
黛

ぎ
§
°。
傍

O
伍

口

長
勤

　

以

上
の

如

く
に

し
て

臺
灣
産
純
淡
水

魚
の

總

數
一

躍
七

十

種
を

算
す
る

に

至
り

し
が

右
に

掲
げ
た

る

種

類
の

内

　

　

　
ミ
象
匿

ミ

彰
龕
偽

蓴

専
貯
＆

　

　

　
頃

曽
ミ

§
。

賢。゚
蔦
§
§

§
器

の

二

者
は

紅

頭
嶼
に

棲
息

し

　

　

　
o

§。。
ξ
。

竃
鬟

聴
『

黠

蛬

は
基

隆

沖
に

位
置
せ

る

小

嶼
龜
山

島
に

産
す
る

も

の

な

る

が

故
に

臺
灣
本

島
と

封
岸
と
の

地

理

的
關

係
を

論
す
ゐ

に

際

し
て

は
之

等

を

除
外
し
て

考
察
す
る

を

適
當
と
信

す
又

　

　

　
Q

蹇

§
嵩
。
ミ

冨゚

（

霧
鉢
）

　

　

　
鐙

§
旨

ミ

§邑゚

（

灣
蓼
）

　

　

　
象
§
。

冨
豊
ミ

き
ミ

§

ミ

き、
子

（

譽
き

）

　

　

　
葭

罨

戞
ミ
§

ミ
§

§
南

鼕
掣

ミ昌゚

（

汁

遙
潔
）

　

　

　

｝

霆
。

ぎ
讐

き
寒、恥．

（

ホ

藤

譲
）

の

五

種

は
人

爲

的
に

養
殖
す
る

も
の

に

し
て

其

多
く

は

今
爾

魚
苗
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五 十 三 第 誌 雜 學 勃 動（ユ1） 暫

の

供

給

を

南
支

那
に

仰
ぎ

つ

よ

め
る

が

如
き

瓶
態
な

る

が

故
に

之

等
を

も

同

痔
に

除
外
す
る

を
至

當
と
す

。

　
樹
叉
上

に

奉
げ
た

る

（

ぎ
げ

蒄
髴

の

各

種
は

孰
れ

も
淡
水
産
な
る

事

疑
な

き

も
元

來

此

科
の

魚
類
は

鹹
水

性
孚
鍼
水

性
若
く

は

淡
水

性

等
種
々

樣
々

な
る

習
性
を

有
す
る

の

み
な

ら
す
一

地

方
に

於

て

淡
水
性
な

る

種
類
も

他
に

於
て

は
酷…
水

性
に
｝
變

す
る

も
の

あ
り

斯

く

邏
境
に

應

じ
て

習

性
を

變
化
せ

し
め

得
る

も
の

多
き
だ

め

同
一

種

に

し
て

全
く

異
な

れ

る

朕

況
の

下
に

繁
殖
し

海
を
越
皇

て

患
は

ざ
る

地

域
に

進
出

す
る

が

如

き

場

合
を

生
す
る

事

尠
か

ら

ざ
る

が

故

に

之

等
を

他
の

純
淡
水
魚
と

同
一

視
し
て

分
布
を

論
す
る

資
料

と
な

す

は
頗
る

危

險
な

参、

最
後
に

　
　
　
爵
蔓
ミ

毳

略
篝

嘗

ぎ
暫
ワ

》
屠

粋

自

薯
犀
峯

炉

望
4・

　
　
　
O
ミ

§
言

超
ミ
爵
。・

ぎ
爿一
ジ
z

伽

罷

糞
寄
導
名

多

　
　
　
O

ミN
§
a一
籌
塞

ぎ
き

書
§。。

犀〕
罩
鬯
国

舅・

の

三

種

は

原

譴
載
不

備
な

る

が
だ

め

若
く
は

原

署
を

手
に

す
る

事

能

は
ざ

る

が

陀

め

其

本

禮
を
明

に

す
る

享
能
は

ず、

依
つ

て

鯊
魚

科
の

魚
類
と
共
に

之

等

を

も
控

除
し

殘

れ
る

純
淡
水

魚
五

十
齷

種

に

就
て

其
分
布
献
態
を
精
査
し

以
て

纂
灣
本
島
と
他

と
の

地
理

的

關

係
を

闡
明
せ

し
む

る
一

助
と
な

す

と

共
に

島

内
に

於

け
る

動

物

分
布
の
一

端
を

知
る

の

資
に

供
せ

ん

と

す
。

　

終
り

に

臨
み

本
観
究
を

完
成
せ

し
む
る

に

至

b
し

は

恩
師
H
）

．・

U
簒
岩
o。

舅

芻
臼
o

髫
舞
の

不

断
の

助
力
に

な

る

も

の

な
る

事
を

明

記
し
て

深
厚
な

る

域
謝
の

意
を
表

す
る

と

共
に

研
究
資
料
探
集

の

任
に

當
ら
れ
た

る

臺
灣
總
督
府
技
手

青
木
赳
雄

及
び

屏
東
小

學

校
敷
諭
松

田

英
二

爾
氏
の

婿
意
を

鳴
謝
す

。

　

　

　

　

第
一

章

　
臺
灣
産

淡

水
魚
の

分
弗

　

　

　

　

　

　
　
　
　
胃
9

巨
昌
唄

砿

巴

Bo
巳
山

8°

　

　

　

　

　

　
（

甲

○

洋

隹
胆

の

ミ
§
o
（
臥り．
♂

鶤）

屡
H

翆

羇

箇
qQ
騒゜

　

　

　

　

　

　
一．
　

翆唇
ぎ
c

誉、
言

蒭

ミH
寓

」

o

導
二
累

％

O
尊自

霞
寓
巨

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
蝋＝
訟
　
　

ヰ

唱

4
単

4N

　

　
墨

多
　
ゐ
臼国
§

壱
コ

蓉
罫り
菱舶
q

鼻
葺
名

欝

O
・。

＝

誓
2

団
h
。
o・
臣
〇

二・

乞

警

灼o
ρ

　

　

　

　

　

尾

三
一
窰
’
錘
噂

ゴ
H鹽
唱゚

ド

隠゚

　

　

本
種

は

臺

灣
特
産
に

し
て

中
央
山

脈

中
の

峻

峯
合

歡
山
へ

三

九

　

三

九
米
）

に

源
を

發

し
て

北
流
す
る

大

甲

溪
最
上

流
に

罷

見
せ

ら

　

れ

セ
る

以

外

他
に
之
を

産
せ

す
、

而

し
て

初
め

て

之

を
サ

ラ

マ

ヲ

　

蠻
地
に

操
集
せ

し
よ

う

此
の

方
翫
に

親
魚
十

餘
尾
を

捕
へ

得

た

る
’

　

事

實
に

徴

す

れ

ば

本

種
は

該

溪
流

中
に

極
め

て

普

邇
な

る

種
類
な

　

る

が

如

し
。

植
　

　

拗
も

臺
灣
は
亞

熱
帶
に

位

し

從
京

知
ら

れ
把

る

鮭
鱸
族
の

分
亦

　

區

域
を
去

る

事

甚
だ

遠
き
を

以
て

最
初
青
木
赳
雄
氏
に

よ

り
て

本

　

種
の

存

在
を

報
告
せ

ら
る

よ

や

其

實
在

を

疑
ふ

者
多
か

b
し

が

其

　
　

後

予
は

原

産
地

よ

b
再

三

該
魚
の

遞
附
を

受
け
楚

る

が

故
に

此
の

一
　

問

題
は

動
か

す
べ

か
广

つ

ざ
る

事
實ハ
と
な

れ

り、

而
し
て

其

産
地

が

　

人

跡

稀
な

る

蠻
地

に

し
て

殆

ど
前

人

未
蹈
の

地

と
も

云
，

♪

べ

き

地

　

域
な

る

が

故
に

人

力
に

よ
b
て

移
植
せ

ら

れ
沈
る

も

の

に

非
ざ

る

　

は

明
な

り
。

　

　

今

鋼
岸
支

那
大

陸
に

於
け
る

鮭

鱒
族
の

分
布
朕
態
を

見
る

に

只

　

僅

に

次

の

二

種

に

關
す
る

記
録
を

求

め

得
る

の

み

　

　
一゜
‘・〔
§
ミ

ニ
’

禽

N

ミ）

§｝
§
毳
§

属

爵
塁
臣曽
く
φ同
ゴ

」
な

言一
σq、

を肉p
三
‘

嶺

謡

員

　

　

　

　

　』
o。
“

¢”
ラ

峯」
甫
 

げ

』讐
自

騎

』．
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（12）ぶ 及 に 係 關 的理 地の と地 各 近附 と灣臺 てせ 併 む論 を布分の 魚 水淡産灣 臺

　．

堕

欝

§
簪
ぎ
冒
羞

§
讐

辞
雷
凶

夢
刈

籌
民
§
ぢ

舞
・
臼

一゚
函
く

貰

　
　

　
　

　
一

゜。

遣
も
9

一
娵

琶
誓
』、

9
』°

　
　

齔
の

兩
者
は
互
に

能
く
似
泥
る

が

上

に

叉

本
種
に

も

近
似
す

れ

　

ど
も

孰
れ

も

臀
鰭
三

棘
八

軟
條
叉
は

三

疎

九
軟
條
（

本
種
は

三

棘

　

十
軟
條
）

を
有
し

萠

考
の

鯉

蓋
上

に

は

黒
點
あ
り

又

後

者
の

吻

は

　

短
ぐ

し
て

背
面
凸

面
を
な

す
點
本
種

と

異
な

れ
り、

然
し
て

之

等

　

の

産
地
は

單
に

支
那

と
記
さ

れ

然
も

疑

問
の

記
號

を

附

し
あ

る

が

　

故
に

果

し
て

支
那
産
な

う

や
否
や

疑
は

し、

之

を

要

す
る

に

勢
岸

　

地

方

に

は

近
縁
の

も
の

殆

ど
絶
無
な

る

に

拘
は

ら

す
北
地
の

特
産

　

た

る

鱠
の
一

種
を

臺
灣
に

發
見
し
得

だ

る

は

魚
族
の

分
布
上
頗

る
、

　

興

味

あ
る

事
貨
な

b
と

云

ふ

を

得
ぺ

し
。

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
団
昏

髯

ξ
¢

ぎ
二
Ω

8°

　
　

　
　

　

　
　

O
Φ

⇔

塁

 

§・
§
帆

ミ
萇
軌

切
bM

口

国
畄

冒

　
　

　
　

　

　
　

　
P

　
 

象．
鼠』
ミ
§

§
g
§
〔
ご

蹇
翼

塁
∀

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　へ

　
　

　
　

　

　
蝋＝
蔚

　
斗

4
戛

　

際

灘
於

　
覊
舜
（

‘

寸

b
ぽ

ー
）

　
　
嵩
α

。。°

廷
ミ
§

毳
。

婁
訂

毳
会

舅
葛
葦
σ゜

罫
梓

』
島．
×

モ．
8
ド

　
　
目

Q 。

鵲．

象
ミ
霧

壽
ミ

ぎ

§
塞

津
霊

畠
戛
o

『

星一
げ

ξ
。

ド

〇

三

鬘
も゚
卜。
。。

H°

　
　
Hg
。

δ゚

巽
譯

菱亀・
縞

§
§
§・
響

轟
驀
国

炉

貯
耆
p
臼

眞
8一
。

罫

ぎ
蒭
‘

唱

』
b。

Φ・

　
　
ド

゜。

塗

硫

き
凌
切

。゚
貯

§

書
国
H
。

国
b
国

塞

自
 
。

耳
ξ
。

戸

〇

三

冨、
ワ
ロ

G。

憎

　
　
μ

霧
タ

甕
窟

墓
萄
ミ
§

§
『

醒
毳
。

霧
国

髯
図

レ
。
く

彎
魯
b

喝

髫
『
HH

厂

唱・
 

鬘

冖
　
　
H

り

2°

特

ミ

§
建

萇
m

奮
。

書
『

o

畧
鬘
騨

oDz

き
髯
》
ロ
ロ．
N
。

巳鹽

蜜
℃
‘

昌
H

も゚

題“

　
　
お

8°

Q
§
器
ミ
゜

ミ
゜・
靹

づ

き
レ
名

害

百

歪
攀
ヌ
賭

1
尾

き
。

と
ψ

蜜
叶゜
崔

『°”
睦
図

メ

　
　

　
　

　

ワ

。 。

8°

　
　

本
種

は

臺
灣
支

那
朝
群
及
び
日

本

を
遞
じ

て

極
め

て

普

通
な

る

　

種

類
な

り、

其
分

布
状
態
左
の

如

し
。

　

臺
灣
島
内

　
　
盗
北

州

　

　
淡
水
河
、

員
山

堡
（

宜

蘭
）、

利

澤

簡（
宜

蘭）、

板
橋

09

對
竹

州

臺
中

州

薹
南

州

高
誰

州

大

哩

頭

傍

日
月

潭

嘉
義

昇
束

臺
灣
島

外

　
支

　

那

　

　

廣
東、

舟
山
、

上

晦、

山

東、

拘
河、

牛

証

　
朝

鱒

　
露

領
浩
海

州

　
黒

龍
江
、

松
花
江
、

ウ

ス

リ

ー

　
目

本

　
九

州
よ

畦

青

森
に

至

る

　

　
　

　
　

　

　
（

ぎ回
岩
。゚

臥
96
．

象

陶
o

国
）

bz
¶

贄
薗

　
　
。 。°

」
。

忌
町
さ
爵

遑
笑

翻
津
襞
ソ

ン

＋

喫

寸

毫

せ

　

瞋
薦
歯

　
瞬
漉

靆
（

ヰ

ー
将

随

口

〉

，

　

お

8°
 
器

銭
＆

竃
建

畧
篭
唱

貯

§
§
冨

塁
レ

彡

鋭
目

憂

寓

凋響
拷
，

評

に
誌斤゚
（
。。

∀曽
ど

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　
「

　
　

　
　

　
唱

」

δ

　

本

種
の

棲
息
地

は

臺
中
州
下

埔
里

盆

地
に

し
て

臺
灣
以
外
に

之

を
産
せ

す、

予
が

入

手

し

得
尭

る

標

本
の

産
地
左

の

如

し
。

　

　
・

　

日

月

潭

　
鳥
牛
醐
（

南
港
溪
）

　
大

楠
庄
（

呉
蚣

崙
）

此
の

種
に

最
も
迸

き
は

支
那
廣
東
に

産

す

る

　
臥
o

置
9

鼻
爵
§
繋

「
（

ω

昌
目

乙
き

髴
臣

）

な

る

が

兩
種
の

聞

に

は

左
の

如

き
差
別
あ

り

5
ち゚

露

蛋

卜

選
瀧

暫

　
譲

卜

零・
恥

鼠

ミμ
ミ
嵜

譱

−
漂

蟄

鬣
O
罎
裳［
“

醵
叫

ー

蠶
膏
葬

鶏

」響
o

蕊
慧衛
弑

計

＄
ー
薫．

置

譲
O
冷

装
言

嶐
4

ー

套
爵
鼻

霖

　

　

　

野

　
」

皇
£
ミ
ミ

§
箋
睫
（
〇
四

ヨ
リ

2「

　

　

　
　

　

鬯
麟

　
黛

函

灯

K
七

七

N♪
≦
気
。〜・
ξ
『

鬟

ミβ虹
§肉

軽
馳

9
三

葺−
〉

莓．
（
》

話
。

瓦

』
；
η゜
』
。

F
苗

−

ρ

　
一ヤ
」
。。

9
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卷 五 十 三 第 誌 雜 學 物 動〈13）
，

　

本
種
は

臺
灣
特

産
に

し
て

既

知
の

産
地

左
の

如
し

　
新
竹

粥

　
　

頭
前

溪−

新

竹

　
蛋
中…
州

　

　
大
吐

溪・

南

港
渓
〔

烏

牛

欄
） 、

眉

溪
（

獅

子
頭
）−

水
肚

溪（
茅

埔）

　
此

種
も

亦

」

ミ
毳

忌
画、
§
葵

鉛

の一

近…
縁

者
な

れ

ど
も
止

顎
鬚

並

び

に

脂
鰭
蓬
に

短
く

胸
鰭
前

種

と

等
し
，

〜

七

軟
條
を

備
ふ

。

　
　
　
　

　

O
雪
霧

穿
爰
魯
書
驚
箋

田
目・
曷
詞

国

麑’

　
　
　
　

　

　

野

　
 

舅
§
＆

§
費
。・

鳧
菅
o
恥

ミ
費

O恤
贇
竃
炉゜

　
　
　
　

　

　

　

　

　
曹
凶

　

面

て

斗
皆
．

寳

耀

　
お
お・

旭
髭

尋
苛

言

驚
琵
g
脳、
遠
寒

籌
O
萌

氈
客

｝

ヨ
暮．

§噛
鐔
疂゚

ヨ尸
孺

‘

昌

霧゚

閃

ム噂

　
　
　
　

サ

Ho
。

一．

　
本
種
は

臺
北

市
の

效
外
を

流
る
よ

淡
水

溜
に

最
も

普
逋
な

る

種

類
な

れ
ど

も

他
の

河
川
に

之

を

見
る

こ

と

尠
な

し、

既

知
の

産
地

左
の

如
し

。

　
臺

北
州

　

　
談
水
河
（

薮

店）

　
臺
中

朔

　
　
大

肚
溪

　
臺

南
州

　

曾
交

濫

　
日

本
に

極

め

て

普
逋
な

る

ギ
バ

チ

（

、
題

毳
暮

毳
藁
軌

毳
発

§
，

ミ

響

。

§
）

は
此

の

種

に

酷

似
せ

る

が

本
種
の

脂
鰭
は

臀
鰭
よ
b
著
し
く

長
き
が

上

に

臀
鰭
の

軟
條
數

は

十
八

若
く

は

十

九
な
る

を
常
と

す

る

點
之

と

異
な

れ
う

　
　
　
　

　

Ω

魯
詳

夐
o

ぎ
ミ
毳

国
目甌
o
討

z
づ

簧
緊

　
　
　
　

　

　

費

　
ト
き

寒
ミ
器
｝
襄
ミ

g
磊
帆
働

O
曁
岑

歩．

　
　
　
　

　

　

　

　

　
暫
蝕

　

斗

k
屮

斗

4
粍

　一
り

お噂

疑
9
ξ
『

§

羹
蕊
o

§

篝
O

臣

鬢
2
扮
口

剖

O
許

鐸
醴嘲

鑑

話
二

μ
o

鉾

悼

幽、

　
　
　
　

略・
ド

。。

曽

疵
の

鯰
は

埔
里

盆
地
の

特
産
種
な

る

が

如

し
、

埔
里

街
に

遞
き

大

楠
庄
（

呉
鯲

崙
）

並

び
に

烏
牛

礪
に

於
て

綵

集
し

π
る

以

外
弛
に

之

を

獲
陀

る

事
な

し
。

　

本
種
に

最
も

近

き
は

朝
鮮
京

城

近
附
に

産
す

る

S
ご

ぎ
ミ
蕊

蓐
ミ
掬

ミ
ミ

ニ
ぎ
9
ド

宮

な

b
背
鰭
一

練
五

軟
條
臀

鰭
十
五

軟
條
な

る

に

釁
し
ホ
種
の

背
鰭
は

一

鶇

七

軟
條
臀
鰭
は

十
二

軟
條
な

る

點
を

異
に

す
。

　

　

　

　

　

　

メ

　
ト

皆

竇
讐、
鼕
鹽
皆
、『
き・゚
降

冨

§

國
犀

o
炉

堵呷

　

　

　

　

　

　

　

　

讐
蔚

　
枇

へ

qk

斗

4
曳

　
毎
Oc
。・

竪
＆

ξ
藁明

誉
塁
。
恥

§
器

匿
濁

屡
多

b
匡

戸

冒

寅’
堵
爭
呼’

国

糞゚
（
。Gy

一
ト

　

　

　

　

サ
。。

雪、

　

本
種
の

原
産
地
は
日

月

潭
な
る

が

予
は

之

を
眉
溪
の

上

流
獅
子

頭
に

於
て

採

集
す
る

事

を

得
セ

う、

埔
里

盆
地

に

極
限
せ

ら

れ
た

る

種
類
な

る

が

如
し

。

　
曷

零

耋
ほ
本

種
を
朝
鮮
に

産
す
る

鳶
き

§
ミ
恥

§
§
）

§
心

軌

と

颪
別
し
て

薪
種

と
な
せ

る

も

此
の

爾

者
は

僅

に

背
鰭
及

び
胸

鰭
の

棘
條
の

長
さ

を

異
に

す
る

以

外
殆
ど
全
く

同
一

な

b
、

從
つ

て

同

一

種
に

非
す
や

と
疑
は

る

れ

ど
も
比

較
す
べ

き
材

料

を

有
せ

ざ
る

が

故
に

暫
く

函
畄

舞
z

の

所
設

に

從
ふ

事

と
な

す
べ

し
。

　

　

　

　

　

　

僉
∋一褶
嘉

負
丶

§・
爵
の

O
勾
O
属

O
＜
Hq

尹

　

　

　

　

　

　

　
QD°
　

9
ミ
詠

、
犇

ミ
蕭

爭
忠
邑
厄

嘗）
邑’

　

　

　

　

　

善

論

　

豹

ド

督

貨

μ

膏

隈

讓
麟
−
7

螺
（

7

ー
ヰ
）

　
お

易゚

§
。

苫
噂

ミ
§
o

讐。。
誉
鴨

夐
切

ピ
》

詠

愚
o

 

国

蓉．
堵

農゚

嵬

a
零
二

づ

も9
鵬

。゚．

　
嵐

＆・

島
ミ
言
硫

賽
習

§．
諺

國
月

暴
，

即

墨
o

罫
同

象
孳
蓉一゚
O
げ

旨
p
辱゚

冨
聯゜

　
赫
 

屮

　
9
ミ

翁
妻
ま
器

の

q

逵
蜀
夛
（ 、
き

国
浮
‘

つ

も
』
°D膨

　
本

種
は

南
支

那
に

分

布
す
る

も
の

に

し
て

臺
灣
産
鯰

類
と
し
て

は

最
も

普
逋
な
る

種
類
な

b
、

既
知
の

産

地
左
の

如
し

．
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ぷ 及に係 關的理 地 の と地各近附 と灣 臺て せ 併 じ論を布分 の 魚水淡産灣臺 　（14）‘

臺
灣
島

内

　

蘂
北

州

　

新
竹

蛆

　

臺
中

州

　

臺

南
弼

　

高
雄

州

臺
灣
島

外

　

支

　
那

　

印
度
支

那

凄価
北、

基
隆、

板

橋、

頭
吩、

害

裡、

挑
園
、

日
月

潭．

彰

化

嘉

義

屏
束

額
庄、

松
山
、

士

林、

圄
山
（

宜

蘭
）

大
山

科

罎
溪、

埔

仔

　

　

　

　

　

農

東
、

汕

頭

　

　

　

　

　

東

京

　

　

　

　

　

　
　

　
　

　

国
塑

8
旨
団

Oo

瓢
訌
山

8°

　

　

　

　

　

　
　

O
 

ロ

磊
」
§
遷

ミ
ミ
恥

目

自
齢
頃

趣
ご

国

　

　

　

　

　

　

P
　

鬟
竜

ミ

ミ賄
自

3
堅

言
ミ
09

程

疑弊
§
（
O
レ

堵
Ho

皀。

　

　

　

　

　

鬯

車

　
て

弋

寸

噂

　
　
颶
謹
歯

　
璽
鐔
（

皆

−
唱

μ

噂
）

　
HgQ

茜゚

　
Oo

竃

§
9
器

ミ
ミ麟
⇔

爵hN
§
毳

O
匪
年
Ho

梦

卜
昌

F
鑑
9
σq’

咳

茸゚

崔
一

霧
二

H

鉾

　

　

　

　

　

男゚

湊
嬢゜

　
HqD

 

o。°
　
辷
凡

竜

ミ

鬘
゜・
§
ミ

鼠〜
§
農
秘

駐〜
読
（
W

口
襞
H
鑑

国

甼

O
畧．
酬、
富
げ
こ

く

肖・
や・
G 。

矗

9

　

本
種
は

支

那
大

陸
並

び
に

日

本
を

通
じ
て

最
も
普

逋
な
る

種

類

に

し
て

強
て

其

産
地

を

列
舉
す
る

要
を

認
め

ざ
れ

ど
も

參
考
の

π

め

予
が

調

査
し

得
髭

る

産
地
の

み

を
左

に

摘
記

す
べ

し

臺
灣
島
内

　

臺
北

弼

　
　

臺

北、

淡

水
河、

圓

山、

基
隆・

板

橋、

汐
止
、

松
由、

士

林、

淡
水

　

　

　

　

　

宣曲
闡、

新

庄、

員

山

墜

　

新
竹

州

　

臺
中

州

　

臺
南

州

　

高
雄

州

　

花

蓮
港

磨

臺
灣
島

外

玉 屏 嘉 臺 桃
里 東 義 中 園

埔

仔、

苗．
果、

蘋「
扮、

大］
科

嵌
川

日

月

潭

印

度
支

郵

支

　
那

　
　

凌
東、

寧

府、

抽

頭、

雲
南、

厦

門「

上

海

露
領
浩

海

彊

日

　
本

　

　
九

州
よ

り
北

海

道
に

至

ろ

　

　

　
　

　
旨

9
　

無
蒜
魅

ミ

暈
§、
§
ま

ミ
域璋．
ま
。。
竃
（
切
》
m

甘
自

薯肌
店

邑゚

　

　

　
　

　
　

　

　

　

　
聾

歯
　

垰

汁

て

機
せ
噂

】
QD
朝

μ

　

OO
守

禽
町

へ、
oq
（・
諱
q帖｝．”
6
餮恥
ご
ド

嵩
“

哲

≠
載

国

5
冒
RO

弓゚

ω
oO
°

累
口尋゚

　

　

　
　

噂

』
。。

P

蜜
o
伍

8
き

　
同

釦
GoG
ロ゜

　

起
融

讐
彎
旨

§

ミ
皆
9
＆｝帖
恥

Ω

胤
2g

匡
齶

3

》
5
戸

駻
角

鈩

oq°

堵
夢

3

国
ヨ汁
二

臼
；

ロ

♪

　
　

　
　

　

噂

」
。。

磨゜

　

屋
O
目゜
・

蹇゚。
q
鬻
『

部

霧

象

嵜

鱒
乱胸
黛
噂

9
黛

匙

§

§

卜
国
田

o
同．
草

噌

39q

°
石o°

宕
僧

ド

蟹
‘
o駐
こ

　
　

　
　

　

嫉
丙
目
尸

す

睡

g 。

畑゜
言

90hO9

β
け

o
肖）9

　

δ
Oc
。幽

　
h

§
避
竃．
部

瑟

§
q

§園
9、．
苫
艶
偽

『
o
国

d
卜
匿

曾

ω

z

団
o
目

塑

嘘
目
09q

．
乙o．
29
『

　
　

　
　

　

銘
昌ω゚
魑
k
区
劉’
七゜
coQ
◎

“」

　

本

種
は

前
者
と
混

棲
す
れ
ど
も
之

を

見
る

事

極
め

て

稀
な

り、

支
那
臺
灣
以

外
に

發

見
せ

ら
れ

だ

る

事
な
し

ゅ

臺
灣
島

内

　

　
蔓
北

殉

　

　
無

竹
州

　

　
臺

南
弼

　

　
高

雄
州

　

　
花

蓮
港・
齬

臺
灣

島
外

　

　
支

　
那

，

P

蚕
QQ幽

臺

北、

淡
水、

大

罫

摂
溪
・

臺

南
屏

東

　

花

蓮
港

板

橋、

守

閑

　

顧

州、

九
江

、

天

津、

北
京

　

　
　

　

Oo
＝
β
o冂

負
O

赱
ミ
砺

】

『
HZZ

鸛
dG
。°

　

　
　

　
　
ド
同．
　

QO9

識
馳

帖
a
偽

旨帖
象
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蜜
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め
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な
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梅
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．
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上

海
、

寧

府

　
　

　
　

水

原

露
領
漕冖
海

州

　

黒
龍

江、

Ψ

ス

可

；

目

本

　
九

州
よ

リ
東

北

地
方
に

至

ろ．

　
　

　
　

　

　
¢
Φ
5
爵
・゚

 
象
膚

象

ミ
魯
ミ
象

躰
国
O
臣
2°

　
　

　
　

　

　
じaP

　

 

§．
ミ，
塁

ざ
『广肉
譯
9、
羅
き
翫

齶
唇

O
ン

3

　
　

　
蝋
＝

菌

　
y
弱

史

寸

赤

ロ

u

　
　
罎
毒
歯

　
3
捧
（

》

ー
σ

ー
）

一
8q

。・

ト、
ミ
ミ
鬢

ざ
蕊

謹
。

奪
奄
＆麟

営

匿
レ

3P

β

p
蜜

轟’
屠

暮゚

国」
界
（
° 。∀
』
y

　
　

　
　
7
自。

 

9

　

此
の

小

魚
は

日

月
潭
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。
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部
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に
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邁
な
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壷
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を
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＆
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＆
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又
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翻
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叢
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双
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（
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を
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簔
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又
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す
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容
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主

の

餘
地
な

し
、

現

今
世

に

知
ら

れ

セ

る

鯰

類
の

總

數
は

臺

世

界
に

産
す
る

淡
水
魚
數
の

約

四

分
の
“

を
占
め

其
勢
頗
る

盛
な

る

は

普
く

人
の

知

る

處
な

る

が

其
茲

に

至

b
し

は

其

性
頗
る

頑
健
に

し
て

泥
水

若
く
は

孚
鹹
水
中
に

於
て

も

其
生

を

保
ち

得
る

の

み

な

ら

ず
時
に

陸
上

を
這

行

し
て

遠
く

移
動

し
得

る

性

質
あ
る

が
だ

め

な

ら

す
ん

ば

め

ら

す。

　

右
の

如
く

最
初
印
度
方

面

に

發
生
せ

る

鯰
類
は

廣
く

熱
帶
地

方

に

進
出

す
る

も
同
時
に

遙
に

甫
方
に

向
ひ

て

濠
州
の

北

部
に

逹
し

西
に

於
て

は
亜

弗
利

加
全
土

に

彌
蔓
せ

る

が

北
方
温
帶

地

方
に

向

ひ
て

は

其

進
展
極
め

て

遲
々

陀

り

し

觀
あ

り

從
つ

て

現

時
歇
亜

兩

大
陸
の

温

帶
地

方
に

産
す
る

鯰
類
の

種

數
は

尠
な

し
、

北
亜

米
利

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
一

加
に

於
て

は

約
百

種
を
産
す

れ

ど
も

比

較
的
變
化
尠
な

く

南
亜

米

利
加

智
利

地
方

に

至

る

に

從
ひ

て

漸
次

其

姿
を

沒
す、

太

李

洋
上

に

於
て

は
Gα

碧

凱

鼠
o
ゲ

H

鮎

導

翻

に

只
一

種

を

産
す
る

の

み

に

し

て

タ

ス

マ

ニ

ァ
、

新
西
蘭
等

は

全

然
之
を

缺
如
せ

与
。

　

　

　

　

　

　
｛

O
Φ

巨
β
゜管

 
象
『

象

蔑
周

§
§
跏

切
U
匡

豪
国
訪゜

　
本

屬
に

包
容
せ

ら
る

よ

既
知
種
の

主

な

る

も

の

左
の

如

し

　
尉゜

磐
霧
g
竃
（
O
ぽ
ロ

pOo

鬥ρ
p

≧一
三
ゴ

封
b

塁一
弓
o
『

目
o

箋〕鹽

　
坪

　
勹゚

鳶
ミ
き

轟
（】
）

，

旨
戸塾）°

　
。。．

 

る
ミ
§

蕾

3
凝
冒

鉾
囂）、

　
“°

勺゚

§．
乱

蓉『冖
営

§

§
｛
Oo

号
言
o

臣
”
魯

γ

　

右
の

産
地

に

よ

り
て

明
な

る

が

如

く

噂

奪
龕
禽
ミ

ミ
為

屬
は
主

と

し
て

支

那
大
陸

に

分

布
す

れ

ど

も
ア

ア

ガ

呂

ス

タ

ン

方
面
に

も

其

一

種
を

産
す

る

に

徴
す
れ

ば

其

分

布
矗
域
は

ヒ

マ

ラ

ヤ

地

方
よ

り

遠
く
日

本
に

至

る

も
の

な

る

を
想
像
す
る

に

難
か

ら

す、

從
り

て

幣゚

§
ぎ

は

印

度
系
と
稱
す

る

を

至

當
と

す
。

Q
Φ
＝

β
ω

嵐
O

註
象

臼
O

包
）

》

オ゜

　

本
屬
は

從
來

さ
ミ
§
塞

と

稱
せ

る

が

此

の

屬
名
は

甲

蟲
の

或

る

屬
に

先

用
せ

ら
れ

髭

る

亭
を

發
見
せ

る

が

だ
め
一

九
『

九
年

匂
o
ゆ

U
窰

は

之

を
上

記

の

如
く
改

名
せ

り
。

　

此
の

屬
の

鯰
類
は

西
方
に

於
て

は

弓

黄

譜

河
を

限
り

と
し
印

度

よ

り

支
那
楊
子

江
に

至

る

地

域
並

び
に

瓜

哇、

ス

マ

｝

ラ
、

ボ

川

ネ

オ

等
に

廣
く

分

布
す、

臺
灣
附

近
よ
り

知
ら

れ

た

る

も

の

に

次
の

四

種
あ
り

　
H°

」

ミ
言

胤
ミ軌
§
ミ
ミ〜h賄
つ

ド
【

巨
卜
瑳

旦

籏
昌
岱

？
O
圧
Bp

）°

　
bっ呷

臥

ミ
罫

障
§
黠

（

O
姐

罸、
田
邑
（
日
ド

訂
げ…
魏
臼

口
の

口

僅

口
自

りDN

の

●

O
野
 

唇

）譬

　
こ。°

」

§．
旨
偽

ミ
謹
蕾
鐙
（
ω

雷
き
二
。

鬟
畠）
（
O
詈
ぎ
β）°

　
鼻噸
　
」

ミ
旨

§

鼠、
自

諱

ミ
詠
（
国

零
卜

邑
ハ
畷
g
ロ

鐸
臼

口）°

　

右
の

如
く
本

屬
は

南
支

那
地

方
に

普
逋
な

る

が

故
に

其
二

種
を

臺
灣
に

得
ヤ一

る

は

當
然
な

う、

然
も

臥゚

ぴ

越
9
蟄
δ

ミ
鋳

並

び

に

臥゜

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　

　

　

　

　

　
サ

レ

ミ

き
§
§
封
の

兩

者
共
に

廣
東
に

産
す
る

ト
§
ミ
§
誤

、

に

近

似
せ

る

が

如

き
爾

者

の

開
係
頗

る

密
接
な

る

を
思
は

し
む、

既
往
の

知

見

に

よ
れ

ば

」

ミ
ミ

屬
は

楊
子

江

以

東
に

進
出
せ

る

形
跡
な

し
、

從

っ

て

臺
灣
産
の

二

種
は

共
に

純

印
度

系
と
見

倣
ず

を
至

當
と
す

。

Qo

葛
四

》
§

§
ぎ
ミ
鬟

切
炉
畄

国
掴
尉

野
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此

の

種
の

鯰
は

臀
鰭
の

軟
條
數
以

外
其
皚
形
に

於
て

転
。

嵐
攣

と

異
な
る

處
な

し、

其

既
知

種
は

左
の

如

し

　
μ．

》
鐸

§

言
弩
竈

き
§
詳、
凶

螽鳬
肋

翕
o

幹
暫
詈
γ

（
「
選
昌
γ

　
箇゜

丶

§
ミ

魯
戔・
毳

豊
無

爵η
切

と

壽

鑑
萵

鳥
告

ロ
酔

−

訃

禽
美
壁
野
質）．

　
。。°

、

莠
風
o

ざ
ミ
竇

§
鳥、
罵智
ミ
（
ヨ
o
｝

皐
雪）
の

o

璃

XO
爭

口

ま
口

陥．
包
・

げ
o…
ス
 

屯
o
げ
欝

口
αq
γ

　

即

ち

本
屬
は

支

那

本
土
並

び
に

日

本
に

限

れ

る

も
の

な

れ

ど
も

其

」
◇

鼠
＆

に

酷

似
せ

る

點
よ

り

考
ふ

れ
ば
こ

は

臥

ミ
藁

属
を

墓
本

と

し
て

新
に

駿
生
せ

る

も
の

に

し
て

印
度
系

と

し
て

取
扱
ふ
べ

き

性
質
の

も

の．
な

る

を
思
は

し
む、．

臺
灣
産
な

る

弊

甕
彎

靄
象

寡

に

最
も
近
き

 ゚

§
ミ

§
ミ

§
塞

が

深

く
日

本
に

進
出
せ

る

徑
路
は

沖

繩
群

島
を

經
過
せ

る

も
の

な

b
や

將
又

朝
鮮
を

經

だ
る

も
の

な

b

や

其

兩
地

に

未
だ

本
羇
を
發
見
せ

ざ
る

が

故

に

其

關
係
明
な

ら
す

O
 

三
富
．

赱へ
き
〔

ミ
、

塞

国
旨

重

き
o
冒

奏

　

本
屬
は

本
邦
各
地

に

産
す
る

b
§

ぎ
餮
§

蕊

§
適

を

ξ

隊

と

し
て

創

設
せ

る

も
の

な

る

が

其

後
朝
鮮、

支

那、

西

藏
等
に

之

と

同

驫
の

も
の

を

發
見

す
る

に

至

れ

り、

既
知
の

種

類

を

擧
ぐ

れ
ば

左

の

如

し

く竰 4L ・w 暗 H

卜
鴨

＆

盆
『

§
食

§
塁

§執
畧
討
o
卜
袈

（
民陣
日
ザ
o
Φ層
O
⇔

話
ε’

U
き

晋

羃
→
蓉
噛

窟

§
鍵゚
・

笥
α

璃
目

漏
国

8
（
弓

旨
9
γ

冒
＆

ξ
薹
物

鼠
ミ
魯

含
§
劃

塁
｝

属

〔

5
糞

≦
ご

皇
ヨ
ε「

隷
＆

§
藁

豊．
軸

旨
匿

葭
蕁

芻
蓍
o
国
朔

（
」

馨
黯

口）°

卜
貯

罫
ミ
謡
屶

避汽
§執
国
目

瞬

卜
耳

（
ω

2
聾
国
二

窟
ゴ一
〇

三
鐸

と‘

　
右
の

如
ぐ

西

識
並

び

に

雲
南
方

面

に

も
之
を

産
す

る

が

故
に

本

屬
は

日

本
に

發

鮮
せ

る

も
の

と
速

斷
す
る

事
能

は

す
、

今
回

臺
灣

に

も

其
二

種
を

産
す

る

事

明
と
な

b
南
支
那
方

而
に

其
多
く

を

認

め

得
る

が

如

き

傾
向

を
阜宀
せ

る

事
は
宙
串

亜

に

於
て

墓
本
系
よ

り

分

涙
せ

る

も
の

が

蓮
く

日

本
に

到
達
せ

る

を
示

す

も
の

に

あ

ら
ざ
る

な

き
や

寝
09

ミ
塁、

鳶
ミ

量
§
器

参

黛
o

ぎ
ミ
器
逾

象

ミ
§四
。・

滂

の

繭

者
共

に

朝
鮮
に

産
す
る

卸

§
§
毳

婁執

に

酷
似
し

大
陸
に

棲
怠

す

る

種

類
と
の

關
係
頗
る

密
接
な

る

を

示
せ

る

が

他
の

同

族
の

分
布

状
態
並
び

に

鯰

類
邏

展
の

方

向
よ

り

推
し
て

予
は
此

の

兩

種
を
印

度
系
な

ウ

と

斷
憧

ん

と
す

。

　
　
　
　

・

Qo
冨

肖
脚

Q
〜

§
凡

毳

O
野
O
済

O

諱
⇔

幹

　

本
屬
に

包
容
せ

ら
る

3
鯰
類
は

純
然
た

る

印
度
系
に

し

て

其

分

布
區

域
頗

る

贋
汎
な

り、

即

ち
西
は

ン

リ

ヤ

方
面
を

經
て

亜

弗
利

加

大

陸
に

及
び

南
は

馬

來
群
島
比

葎
賓
群
畠
に

至

り

東
は

亜

細
亜

本
土

を

進
み
て

南
支

那
に

到

逹
せ

り、

臺
灣

を
中

心

と
せ

る

地

域

よ

り

知
ら
れ

だ

る

も
の

に

左
の

七

種
あ

b

　
一凾
　

9
ミ帖
龕
9

蕁
、

o

慧

ミ

竃

Oo4

°
 

〈

舞
＝

（
客
贄

6
ρ

O
望
ロ
爭）°

　
悼゜

自

ミ
智
勃

、・
ミ．
費

夛
鶉

（
景
o（〕
邑
〔
づ

ゴ
ゴ

等
首
oH

配
冒
⇔

暑〉．

　
捗
．
6、
§
嵩
霧

浄
設

塞
（
【

良
。

箒
畔

爵）

角

8
匠
昌

゜q

る
8
ゴ
ロ
。

げ一
冨甲
O

呂
宕
野
Go

ξ

甲

　

　

　

ぎ

耋

9
二

驛

ε゚

　
野

　

籍
§、
費
恥

覧
§
弓腔

5
弓
頃

降

尊囈
聞

髫
自
（
ヨ一
口
創

爭

蜀
梦

ρ

τ

巨
『
”

且
弾
o
同

巴
 
う

音
γ

　
9
　
会
ミ
旨
勢

§

§
さ
。

竜

ぎ
窰
Oq2

同

鴇
国

（
ω

蛋

爵
日
げ
弓

冢
口

箏

Ooo

三

多

ヨ
曽

y ，

　
Φ・

9
ミ帆
毳

蒋
曾

襲

二
国
卜

慧
ピ

暴
堵｝
（
厨
島
p…
O

再
巨
2Q

亳戸
書…
呂
巴

豸

炉

3
ゴ

ア

　

　

　

唱

鉦

叢
2
℃

ぼ冖
ぢ
唱

首
の

冠
9
口

駐
y

　
メ

　
O
智
菽

毳

螽
殳、
ξ

詮

Oq

く，
粋

く

自
（
旧

三
ゴ

蠶凶
畧

乞
p
口

勢…
濁「
曇

ゴ
窃

碧

　

　

　

b
呂
ぽ

篇
冨

碧〕’

　

即
ち

比

律
賓
群
島
に

其
三

種
を

産
す
る

が

故
に

本
屬
の

分

弗
上

よ
り

論
す
れ

ば

徃
時
臺
灣
と

呂
宗
方

面
と
の

間

に

地
理

的
關

係
存

せ

し
や
の

疑
を

生

す
れ

ど

も

O
竇
註
§
丶

甓
o

§

は

明
に

南
支
那
に

棲
息
せ

る

が

故
に

本

屬

に

よ

る

地
理

的
聞

係
は

之

を

支
那
犬
陸
に

求
む
る

を

至

雷
と
す

。

　

　
　
」
　．

　
　
　
　

一
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男
碧
B
殿
く

Oo
げ

旨

孟
田゚

　
Q
α
z
日

臣
H四

に

從
へ

ば

鰌
科
の

魚
類
は

最

初
亜

細
亜

の

高
原

地

方

に

發
生

し
其
一

部
は

北
に

向
ひ

て

廣
く

舊
北

帶
に

分
布
す
る

と

同

時
に

他
の
｝

部
は

南
に

出
で

≧

印
度
方
面
の

熱
帶
地

域

に

繁
殖

し

爾
者
全
く

其
關
係
な

る

道
を

陀

ど
り

て

發
育
を

邇
ぐ

る

に

至

れ

り

從
ひ
て

奮
北

帶
に

産
す
る

も
の

と
熱
帶
に

産

す
る

も
の

と

は

甚

し

く
其
形

態
を

異
に

す
と、

本
科
の

魚
類
は

歐
亜

の

特

産
に

し
て

他

に

之

を
産
せ

す
。

Φ

魯
ロ
。・

」

§
恥

ミ
§
§

じ
b

爵
昌
d
国゜

　

現
今
本
屬
に

屬

す
る

も
の

と

し
て

世
に

知

ら
れ

だ
る

適
確
な

る

種

類
は
次
の

五
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に
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熱
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冒
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＆
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憎
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潭
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岸
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縁
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。
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葦
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縁
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縁
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摯
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＆
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・
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蹄
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二
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篝
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即

ち

本

屬
は

印
度
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那
臺

灣
及
び
日

本
（

琵
琶
湖
）

等
蓮
隔
な

る
．

地
に

點
准
し
系
統
的
に

分
布
區
域
を

定
む
る

に

由
な

き
も
既

知
種

の

形

態
よ

り

論
す
れ
ば

詳
o

蕊

ぎ
ま
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は

O
口

旨
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切

の
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ρ

蝕
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μ

旨
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に

所

薦
す

而

し
て
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種
の

魚
類
ほ

主

と
し
て

印
度
亜

弗
利

加
方

面

に

棲
息
す

る

も
の

な
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が
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に
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を
印

度
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魚
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；
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濠
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屬
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す
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］
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魯
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純
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た
る

舊
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し
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代
表

的
種
類
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し
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に
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本
屬
の

既
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十
三
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總
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孰
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奮
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帶
系
な

る
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屬
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潅
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蜜
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す
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を
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屬
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に
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せ
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せ
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め
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せ
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せ
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に

各

屬
の

分
布
區

域
を

精
査

し

て

相

互
の

關
係
を

明
に

す
る

に

非
ざ

れ
ば

其

孰
れ

を

進
み

來
り

た

る

も
の

な

る

や

を
到
別

す
る

事
能
は

ざ
る
べ

し
。

　
今

鴇
§
ぽ
丶

爵
蕊

屬
の

揚
合
を

考
察
す
る

に

本
屬
は
ス

マ

ト

ラ
、

ガ

川

ネ

オ

及

び
馬

來
ー

ギ

島
に

分
布
せ

る

匍
愈

さへ）
ミ
ミ
宅
勢

ミ

屡
脚

に

酷

似
し
北

支

那
方
面
に

棲
息

す
る

も
の

と
は

臺

然
其

選
を

異
に

せ

る

を

以
て

之

に

屬
す
る

二

種
は

印

度
系
と

し
て

取
り

扱
ふ

べ

き

も

の

な

る

を
信

じ

て

疑
は

す冂

靄
づ

鬱

O

ぎ
ミ

§
ミ
｝

避
勃

切

日

票
篝゚

　
此

の

屬
の

既
知

種
は

左

記
の

如

く
に

し
て

主

と
し

て

北

支
那

を

中
心

と
し
て

棲
息

す、

故
に

臺
灣
に

産
す
る

Ω

§
§
唱

亳
恥

は

舊
北

帶
系
な

る

こ

と

明
な

b

　
目’

O丶・
§
。

壽
羣
饕

§
笥

§
碧

o

身
富
爵讐

角
。

コゴ
；
塁．

V’

　
ド

6、、←
§
。

ミ
。

ミ
ミ
い

ミ

§”
§
（
Q

呈
襲
く

自゚
）
汽

9
ご

砦
y

　

　

　

ω

着甲

黛
§
帖

§
h

さ、
ミ
毳
黛

Od

ア

降

く

碧’

　

　

　

　

　

　
国

Ψ

蕁
§
勢
腎

茎

蕘隔
竇

bH

琶
b
函

霧
o
堵゜

　

　

　

　

　

　
 

耄

＆
養

ミ。。
ミ

§
罠〜
9
一
置

盞
翻

轟’

　

　
　
　
　
　旭
工

響

§
卦
§

§°丶
莓・
§

基

田

諮
H

冨
巧

爵
刈、

　

　
　
　
　
　
§
§
。

蕁
ミ
ミ
耽

§
ミ
蓉固
於

頃

貫
觜
騨

　
。。．

9
§

§
。

ミ帽
ミ

謹｝咽
ミ帖
霧
（
ヒ暉

諮
H

曷

差
霞

V°
（
呂

目
σq
。

ぎw
鯊

琶
。

訂
巳
騨

Y

　

　
　

q。

§’

U
§

§
選

ぎ
窰
ミ
。

ξ
。

§
§

弱

蓄
H

篝

器
繧゚

　
晒゜

§
§
＆

§
聾

窒
・・

§
註

筍
亀
弓
卜）9
（
田
聾
。

冨
ξ

O

窰
冨）°

　
9
・

拿
§
。

魯
譯

ε
゜・

ミ
耄
§
§
（
掴
畠
窰
霊

舅｝．
（
O
ゴ
ロ

ε．

　

　
　

尊腔

旨．

臥

ミ

§
器

ミ
毳
§
芽

ヨ
。

瀁
穹
 

o

寡

　

　
　
　
　
　
薄
ミ

§
憶

§
毳
餐
ぎ

蟲
U
臣
o

盞
葺

　

　
　
　
　
　
 

§・
＆
≧
§
母

§．
§
§
§
】
げ
勾

尹

　
。、・

拿
§

§
き

曹
翼
ぎ
§

駐
（
弱

售
瀋
蓄
胃
y
（
o
臣
ロ
四…
卜
営
・
弓

娼

§
巨
 

ソ

　

　
　

。。

着’

」

言

§
誉
嘘

鶏
§

§

§
邸

監
目

罸

譱
碍．

　

　
　
　
　
　
誉
§
蝕
。

穿
§
§

憲
詫
譲

§

罫
闃

冨
自
芻’

　

　
　
　
　
　
寄
隷
理
§
譜
憶

篝

g
§

蠱
ロb

冨
田
彰゚

　

　
　
　
　
　
O
ミ

§
駑
薪

苳
§
傍

国

謹
即

　

　
　
　
　
　
蓐
鑒
§
毳
ミ
9
的

ぎ胸
ぎ
竃
賊

く

髯゚
6

ミ
爵
ミ

器

d
詈
o
毛
゜。

国
H、

　
“°

掌
§
鼠

§
蕁
寝

＆
誉
く
炉

目

冨
髯゚
（
目

巳
。

占

臣
塁）°

O
窪
葫

Q
ミ
富
『

弱

雷
目
国

≦
しQ

閑
同゚

　

本
屬
の

既
知

種
は

左
の

如

く
に

し
て

印

度
支

那
（

東
京
）

以

西
に

之

を
産
せ

す、

從
つ

て

之

に

所
屬
す
る

種
類
は
北

方

よ
り

漸
次

南

下

し
來
り

陀

る

も
の

な

る

事
明
な

り

H矗 G ◎ tb  く八

O
ミ

§
＆
 

§
§

量
∪
目

頃
。

蕊
田
二
p
白

霞
喧

8
幺
口

8）°

　
。。

壱゚

O
ミ

§
自
竃

覧
§

貯
切

面ロ

舅
。

（
口

9
。
吻

⇔5
冨
爵
畢）°

9N
ミ

畧
§
§
旨

Q

芽
日

田
 

角
。

彗
。

聲
O
ま
ロ

ε．

Q
乱

ミ
恥

冬

ミ
切

罸
禹

舞ヤ

角
爭

鑛
壽
雫

『

昌
 ）°

9
ミ
、

ミ

ミ
き
篭
“

ミ゚・
国

舘
H

誓
罍
胃魍
（
〇

三

塁
ろ
。

吋

§）唱

　
。。

岩．

負

§
塁
麟

耄
§

さ
籌 。・

匪
国

爵
奏．

Q

螽
等
、

蠧
§
§
ミ

§

冨
H
国

冥
鐸鹽

（

O

窪

冨
ソ

§
ミ
尹

§

導
§

曾
。

躍
・

鬱
昆）・
（
o

諄
邑
。

鬘…

旨
旨

季
。

暑
蒙．

y

　
。。

旨．

』

ミ

§
毳

莓
§
v咄。

耋

汐
。

塁
穹
 

。

き
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掌
き
ミ
黛

竈

ミ
書

昏

扉

罸
目
冒゚

巽
伍

丙

炉

　

　

　

　

　

　
O
ミ

§
亀

竃
窪

§
ミ
§

閑

耋
旦
皋
eo

恥

け

蘯
げ

盞
ド

鴫）．

　

　

　

　

　

　
Q
匿周
鍵
噌

肺
爵
鵠

無、
罵
鵠
亀
駒

掛
田

邯

O
仔
口’°

　
寸・

Q

莓
ミ
、

騫
盞
ぎ
畧
 

舘

。。

呂
く

監
 
（
日．
。

β
α9

匠

譚）甲

　
co、
　
Q
ミ
融
、

菱

ミ
蕊

U
‘

＝

¢

蓬

羨
hu3

ヨ

≡，
噌
『

9

三

蟹
邑」

　

　

　

　
己o
制

巨
　
9
§
幾

籌

§
亀

§
輯
凱

⇔⇔
国

賓甲
（
口

霹
o
座

切

霧…
が

考
巴＾
巴「

　
O・

O
ミ帖
舞

9
遷
き

喜
ミ
甓鋭
団

冨
ぱ

閑

国

炉
（
O
『

首
9
臣

蓐

霞
℃

き
話

匿
ε．

　
目

P

罍
黌
亀
o

遵
毳

嘗
ミ
o

ミ
恥。・
丙
弱
国

醤
z
榔

惺
勾

會
（
O
げ

ヨ
ε噛

　
＝・

O
ミい
ミ

蔑

＆
9
甓

U
崙
o

考

負
y3

目

彎
雫

唇
く

已
8）°

　

　

　

　
QΩ

望

口゚

霞

巳』
戔

ミ

讐
さ・
§
器
慧

藁

団
国

詞

o

言
o
廿

窺
冒
匿
蔚

二
〇

ξ

界
巳’

O
 

ご

磊

9
黛

蕊

§
鞠

§

O
肌

霞
冒

2

　

既
の

属
に

包
容
せ

し
む
べ

き

既
知
種
は

9
ぎ
ミ
篤

以
外

尚
左
の

一

種
あ
o

　
尸

　
Q
ミ

母
勢

曩
霧
O

瓮
討
唖執
（
尊D

聾

巨
噌

bo

こ鬮
（
舜
自

摯一
け
5Q
γ

　

　

　

の
％

戸
　
（ ．
ミ
富
『

訂
ぎ
禽

ψ

鈩
o
＜
》
¢

笠

　

本
屬
は

蠱
灣

と
支

那
と
に

共

通
な

る

の

み

な

ら
す
楊
子

江

以
北

に
由

産

す
る

由
篤

諱
諦

ミ
鴛
『

屬
に

酷

似
せ

る

を
以
て

舊
北

帶
系
な

る

9
。

へ

妹

ミ

並

び
に

之

等
と
同
一

系
統
の

も

の

と
見
徹
す
を

適
當
と

信

す
。

　

　

　

　

　

　

　

　
ピ、
巳

営
グ、

に
o
¢

o

≡
達

爭

　

此
の

科
に

属
す
る

小

魚
は

現

時
南
歐、

亜

弗

利
加

、

亜

細
亜

南
部

及
び

南
北

亞

米
利
加

に

棲
息

せ

る

が

其
化

石
が

伊

太

利

南

部
の

第

三

紀
層

中
に

發

見
せ

ら
る

主

に

徴
す

れ

は
彼

等
の

淵
源

極
め

て

古

く

既
に

氷

河

以
前

に

新
舊
爾
大

陸
に

分
布
せ

る

も
の

な
る

を

想
像

す
る

に

難
か

ら
ず。

Q
き
昜

O
ミ
度
驍

臼

9
白

耄
曁

砿

匿

百
匡

些

　
壷
灣
に

産
す
る

唯
一

の

屬
な

る

O
蕁
ミ
皐

は
昌

本
に

發
逹
せ

る

も
の

な

る

が

南
支

那、

琉
球
並

び

に

朝
鮮
に

之

を

産
し

印
度
方

面

に

は

其
影
を

見
ざ
る

事

實
に

徴

す
れ

ば
本
屬
は

印

度
方

面
と
關

係

な

く

東
亜
に

發
逹
せ

し

も

の

な

ら

ん

と
想

像
せ

ら
る

。

　
　
　
　
　
　

　

　

亀
 

資圃
ぢ

冥
臼
6
営・
己
幽

蠶゚

　
　

此
の

科
は
一

屬
（

惠、
ミ
ミ）
一

種
（
肉

ミ
ミ

ミ

蜜
）

を
含
む
の

み
に

し

　

て

純

然
だ

る

印
度
系
な

う
、

印
度
に

最
も
多
く

束
は
遠
く

日

本
に

　

到
達
せ

b
。

｝
　
Oo
づ

o
切

丶
寧

寒
〜

拿

じσ
β
OO

国

騨

oQO

国
Z

田
σ
国

劉

　
　

本
屬
は

從
來

寒
§
£

誉
、

騷

と
稱
せ

ら
れ

セ

る

も
の

な

れ

ど
も

　

此
の

屬
名
は

更
に

古
く

化

石
魚
に

用
ひ

ら

れ
陀

る

名
な

る

が

故
に

　

予
は

奪
b

舞
（
♂

ω
OH

窮
白
り

舜
の

噂、
ミ

婁

な

る

屬
名

を

復
活
せ

し

　

む
る

事

と
な

れ
う

。

　
　
　
　
　
　

　

　

ピ、
匹

已
一

ぞ

い
麟

ぴ

聴
ぎ｛・
三
鼠’

　
　
此

の

科
に

屬
す
る

魚
類
も
亦

純
然
た

る

印

度

系
に

し
て

印

度
以

　

外
に

於
て

は

亜

弗
利

加
に

其

種

を
發

見
し
得

セ
る

の

み
。

　
O
 

暮
の

「、
。

ミ
魯

§｝
ミ

毳
（

隊
d

馨．

含
く

自尸四

　
　
本

屬
は

錫

蘭
及
び

馬
褒

群
島
に

分
布
す

る

も

の

な

る

が

故
に

　
」、、

毫
ミ
§〜
ミ

§

は

支

那
特
産
種
な

れ
ど

も

純
印

度
系
な

る

こ

と

　

疑
を
奪
る

よ

の

餘

地
な

し。

　

　

　

　

　

　

　
喝

餮
邑

》 ．
（

ぎ
銘
兮
弓
げ

曁
魯、．

　
此

の

科
に

鵬

す・
る

魚
類
は

殆

ど
印
度

區
の

特
産
と
も

稱
す
べ

き

も
の

に

し

て

其

西
に

進
み
に

る

→

種

（

e
辷
龕

窯
§
N

蕊

無

蔑
ミ
蒙

）
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（38）ぶ 及 に係 闘的理 地の と地各近 附 と藩壷て せ併 じ論 を布分の 魚水淡 産灣臺

が

辛
ふ

じ

て

亜

弗
利

加

に

到
達

し

東
に

進

出
せ

る
一

種
（
ON
冒
ミ
鳥

や

ミ
§
ミ
⇔

ミ
ミ
爰

）

が

黒

龍

江
地

方
に

分

布
せ

る

以

外
殆

ど

杢
く

他

區
に

娶
を

現
は
せ

る

も
の

な

し
。

（

｝

跨戸
謬

○

苳
蹄

§
ぎ
N〜
ミ

ゴ

8
龕．

　

本
屬
は

印

度
區
全

般
に

分
布
す
る

も

の

に

し
て

支
那
方

面
に

も

其
種

類
尠
な

か

ら
す
其

既
知

種

を
舉
ぐ

れ

ば

左
の

麺
し
。

bO 一喞Pの a

ヘ
ミ
§・
“

義
窰

ミ

奪
§
§

陶

9
き

豸
欝

畄

≦

鬢目
豸
2u9

、
9
≡
テ・・屮
閏
亀
9・
プ・
β
c）°

曾
ぎ
壱

鳶
こ

§
ミへト
霧
5
≧
幹
国

爵゚

　

。。

管゚

 w
袤り．
§
塁
・

§
ミ
自

霧
同・
自一
二、
碁一
゜
呷

〔
壱
ミ
。

ミ・
ミ
膏
喬

ζ
竃

O
冫

21

穹
夛
（
O｝
二
頃

黛

o
雪

露 
》剛
h

三胴．

型
亀…
琴・・
ソ

　

 

壱゚
ヘ
ミ
§
櫓〔炉
蕊
窯
謎
昌

§

誨
国
炉
・゚

目
円

零
。゚

霞’

O

腎
魯

§
幾
霧

ミ

§
§
6射
§

O

暑゚

鮃

く

き゚
（
9
ヨ

ζ

へ）
喜
背
隠

§
ミ
ミ丶
ミ
執

ω

呂
く

鑑
ご
（
9
葭
ε層

書、
聾
超
ミ

§
鵠

竜
帖〜
。

婁
砂

》

耄
塁
〜
（
O
ゲ

苣
p）．

　

比

律
賓
群

島
に

も

之

を

産
す

れ

ど
為

臺
灣
産
の

種
類

は

孰
れ
も

南
支
那
に

共

逋
な

る

が

故

に

比

律
賓
の

も
の

と
は
無

關

係
な

b
と

認
む

。

（

ざ
三
齶

隻
§
ミ
莓

O
譁
o
く

耄鹽

　

本
屬
の

既
知

種
は

左
の

如
く
に

し
て

孰

れ

も
純

印
度

系
な

る

事

贅
言
を

要
せ

ざ
る

處
な

り
。

　
ピ

　
拿
§
§
p

吾
ぎ

§
奪
§

警
国
ご

ト
匿
・
搾

翻
く
H

舜
鼠

蔓
翆
（
勾

2．隔
ぎ
輪

pO

三

夛
Y

　
ド

　（ 、、
§
§

ミ
箋
§
自

勺
国

日

譯

霧”
窃

旻
昏

O
菖
ロ

些
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る

よ

種
類
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純
淡
水
魚
總
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五

〇
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め
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大
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熱
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茲
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に
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に
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る
に
臺
灣

の
み
に

限
ら

ざ

る
純

淡
氷

魚

は

殆

ど

く
亜
細
亜
大
陸

の
産
に
し
て

比
律

賓

淡
水

魚

は

其
問何

等
の

關
係

な
き
が
如

し。

　

UH

・

冒

目

o
呂

口
b
助

do
Ω
日
国

『

各
菴

国

は

其箸
日
げ
Φ

bd
畧

話
o

眠

馨
の

塑

昌
釦
一

孱Φ

b艶
Φω

o
馬曷

自
琶
o

ロ
魯

（

弓

同

d
°

の

゜
宮畧
゜
髯

癢
G
＜
o
尸

 
ρ

題
幽

 

H
占
辰

）
　
に

て

臺

灣

産
爬

虫
類

並

び
に

兩

棲
類
の

問
に
ヒ

マ
ラ
ヤ

支

那

系

印

度

馬
來
方

面

に

分

布
す

る

南
系

と
の

別

あ

る

事

を
認

め
て
次
の

如

く

記

逋

せ

り

。

　

臺
灣
島

内
に

於
て

に

南
系
の

の

に

比
し

ヒ
マ

ラ
ヤ
支

那系の
鑑

の
盪

に
優
勢
な

る

　
亭
實
に

次

ぎ
そ

注

目

す
。

へ

箏

項
は

南

接
廿
ろ

比

律
賓

産種

の
系

統
を

引

く
も

の

皆

　

無

な

ろ

筝
之
な

り

中

に

1

｡
に

南
方

に

逖
出

ゼ

ろ

種
類

に
し

て
比
律

賓
に
現

ほ

れ
六

　
う

も

の
な

き

に
し

も

ら

ざ

れ
ど

も
之
等

に

又

同時
に

南
支

那

に

も
委

を
現

は

ゼ

る

　

が

故

に
孰

れ

よ
り
臺

、

」
渡

來

ぜ

る
も
のな
る

や

な
知
ろ

は

左

し
て

困
難
に

非
す
、

　
然る
に
U

§旨
・

。

§

ミ

嵐

旨

及

び

 
劬

§
§
o
起

§

恥
§

憶

ミ
e
ぴ
ミ

〜

§

肺
§
の

雨種

に
比

　

律
賓

に

存

在

る

に
拘

に

ら

す

支
那

に

之
を

發
見

《
す

・
從

つ

て

少
し

く

上
記

の

事

　

實

々
裏

切

樣

な

れ
ど

も
前
者

は
人

力
に
よ

吋

臺
灣

に

輪

入

ぜ

ら
れ
れ

ろ

形

跡

な

有

　

し
後
者

南

支

那

に

は

之
な

見ざ

る
も

シ
ソ

キ

ム

、
ア

ッ

サ
ム
地

方

に
於

て

探
集

ゼ

　

ら

れ

認
録

あ
り

、

依

つ

て
此

雨
者

な

比

律

賓
に

發
見

で

る

も
決

し
て
珍

と

す
る

　

に
足
ら

ざ

う

な
リ
，

　

上

の
事
實

に

徴
で
れ

ば

現
時
臺
灣

に

棲
息
寸
る

腱
虫

類

並

び

に

雨
棲

類

が

臺

灣
に

渡

來
ゼ

し

時

代
に
は

臺

灣
は
支

那

大
陸

の

】
部
に
し

比律賓
と
は全 然 關 係 な き 　 陸地なり し 峯 准 想傑する に 難 から す
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卷 五 十 三 第 誌 雜 學 物 動（41＞

　
右
の

事

實
は

淡
水
魚
の

揚
合
と

極
め

て

能
く
一

致
し

予
の

齎
見

は

略
々

事

實
に

近
き

も
の

な
る

事
を
示
せ

る

が

此

機
會
を
利

用
し

て

更
に

亦
臺
灣
特
産
種
の

系
統
に

論

及
す
る

事
と

な

す
べ

し
。

　
臺
灣
産

純
淡
水
魚
の

五

九
％

即

ち
三

十
二

種
が

特
産
種
と

し
て

取
り

扱
は
る

よ

は

少
し

く

意
表
外

の

戚
な

き

能
は

す

即
ち

現

時
南

支
那
に

産
す
る

多
く

の

魚
類
が
何

等
形

熊
上
の

變
化
な

く
し
て

臺

灣
に

棲
息

し
つ

莖

あ
る

に

拘
は
ら

す
其
同

屬
若
く

は

近

縁

者
と
見

做
す
べ

き

も
の

よ

問
に

大

な

る

變
化

を
生
燐
る

か

の

如

き

觀
を

呈

せ

る

は

奇
な

る

現
象
な

る

が

斯
の

如

き
は

支

那
方

面
の

魚

族
調
査

が

頗
る

不

完
全
な
る

事
に

其

因
を

録
せ

ざ
る

べ

か

ら
す、

換
言

す

れ

ば

現
時

臺
灣
特
産

種

と
見

倣
さ

れ

つ

≧

あ
る

も
の

も

其

實
南
支

那
に

棲
息

す
る

も
の

な

る

や

も

測
り

知
る

べ

か

ら

す、

現
に

O
℃
謬

宰

。

§
諍

ミ
誤

ミ
§
蠱

諱
§“
O
潮

§
苳
象

》
と
ミ
蕎

§
§

の

二

種
が

近
く

獨
岸

に

發
見
せ

ら

れ

し
が

如

き

事
實
に

乏

し
か

ら
ざ
る

を
以
て

今

後
特

産
種
な

る

も
の

麦

總
數
は

漸
次
滅
少
す
る

も
の

と

考
ふ

る

を
至

當

と

す
。

　
さ

て

現

今
特
産
種
と
見

做
さ

れ
つ

よ

あ

る

も

の

よ

最
近

縁
種
と

其

産
地

と
を

勃
色
す
る

に

路
々

左
の

如
き
結

果
を
呈
す

　
　
　

　

　

　

支
那
に

近
縁
種
を

有
す
る

も
の

　
　
　
　

鰻

巌

陣

蕪
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

踏
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特

産
種
三

十
二

種
の

内
左

記

十
五

種
は

其

近
縁
者
と

認
む
べ

き

も
の

聖

發
見
せ

ざ
れ

ど
も

殘
れ

る

十
九
種

は

孰
れ
も
支

那
朝
鮮
及

び
昌

本
に

近

縁
種

を
有
し

臺
灣
産
純
淡
水

魚
と
比

律
賓
産
淡

水

魚

と
は

全
然
沒
交
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な

る

事
を

確
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す
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瓶
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呈
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ぷ 及 に係關的理 地 の と地 各近附 と灣鏖 て 廿 併 じ論を布分 の 魚水淡産灣臺　（42）

　
今
E
本

と

臺
灣
と
に

共

逋

な
る

種
類
を
見
る

に

總
數
十
種
の

内

N
ミ
耄

℃

ミ
ミ
隱
窶

及
び

麺

§〔
乙

ミ
§
〜

ミ．
掴

ミ

の

二

種

を

除
け

る

凡

て

は

朝
鮮

並

び
に

添
海

州
を

包

括

す
る

地

域
に

棲
息
す。

然
し

て

上

記
の

二

種
は

南
支
那
に

現
存

す
る

を
以
て

其

朝
鮮
に

産
せ

す
と

云

ふ

事

實
は

絶
贄
的
に

あ
ら

す
。

之
を

要

す
る

に

予
が

觀
察
し

得

陀

る

事

實
は

臺
灣
に

産
す
る

日

本

産
魚
顛

は

朝

鮮
串

島
並
び

に

支

那
大

陸
を

經
て

渡
豪

せ

る

も

の

な

る

事
を

明
示

す
る

に

似
た

り
。

現

時
徇

沖
縄

群

島
に

棲
息

す
る

淡

水
魚
族

明
な

ら

す
從
つ

て

此

方

面
を

逋
じ

て

臺
灣

と
日

本
と
の

關

係
を
窺
ふ

事
能
は

ざ

る

は

予
の

大

に

遺
賊
と

す
る

處
な

り
。

第
四

章

　
臺
灣
島
内
に
於

け
る
淡

水
魚
の

分
嶺

　
臺
灣
本
島
に

産
す

る

純

淡
水
魚
中

卜

鼕
ミ

萋
§
丶

§
§

及
び

b
窯
§
ぎ
斜

§、
転

§
憂
冥
o

象

蔑
防

の

二

種
を

除
け
る

他
の

凡
て

は

印
度

系
並

び

に

奮
北

帶
系
の

爾
者
に

區

分
せ

ら
る

主

事
既
に

第
二

章
に

詳

逑
せ

る

が

如
し

。

　
扨
て

各
分

布
の

時
代
を
異
に

し
又

系

統
を

異
に

す
る

之
等
の

魚

類

が

現

時
島
内
に

如

何
に

分

布
せ

る

や
叉

其
分

布

獣
態
其

他
よ

り

推
論
し
て

孰

れ
が

蠱
灣
本
島
の

先
住
者
な

る

や

を

定
め

得
る

や

否

や

予
は

茲

に

第
一

章
に

記
邇
せ

る

事
實
を

墓

礎

と

し
て

更
に

此

方

面

に

關
す

る

觀
察
の

結
果
を

記
逋
す
る

事
と

な

さ

ん

と
す

。

　
右

兩

系
の

魚
類
は

島
内
到
る

處｝
牛

均
に

相
混
交
せ

り
や

或
は

叉

爾

系
の

分
布
圍

域
に

確
然
陀
る

颪

別
あ
b
や
之

吾
人
の

先
づ

知

ら

ん

と

欲

す
鶏
處
な

る

が

之

を

定

め

ん
が

陀

め

に

は

先
づ

行

政

區

劃

若
く
は

其
他

適
宜
の

地

區
に

よ

り
て

兩

系
の

分

布
状

態
を

精
査
し

以
て

之

を

大

局

に

及
ぼ

す
よ

り

外
に

良
法
な
か

る

べ

し．

然
る

に

行

政
區

劃
な

る

も
の

は

元
來

人
爲
的

に

し
て

生

物

學
上

何

等
の

意

義
を

有
せ

ざ

る

や

明
な

り

予
は

此

際
主

な

る

河
川
の

流

域
に

よ

り

て

之

を
比

較
す
る

事
の

有
意

義
な
る

べ

き

を

思
ひ

予
が

標

本
を

探

取
し

得
だ

る

左

記
の

諸
川
の

流
域
並

び

に

日

月

潭
を
一

區

劃
と
見

做
し
北

よ
り

南

よ
り

東
に

之

等
を
配

列

し
て

兩

系
の

分

布
を
比

較

研
究
す
る

事
と

な
せ

サ
。

　
1231も 13121110987G54

宜

蘭
濁

水
溪
（

宜

蘭
地

方）

淡

永
河へ
臺
北

地
方
）

鳳

山

溪
（

新
竹

地
方
）

後

鵬

溪
（

笛
巣

地

方
）

大
甲

溪
（

臺

巾
北

部）

大

肚

奚
（

臺
中

中

部）

日

月

潭

濁

水

溪
（

臺
中

南
部
）

曾
交

溪
（

臺

南
地

方
）

下

淡

水

溪
（

屏
東

地
方
）

卑
南

大

溪
（

峯
窺

地
方
）

秀

姑

鑾
溪
（

花

蓮
港
南

部）

花

蓮

港
（

花
蓮

港
山・
部
）

タ

ソ

キ

サ

溪
（

花
蓮

港
北
部
）

　

添
附
せ

る

分
布
表
を

逋

覽
す
る

に

臺
灣
本

島
の

面

積
は

我
が

九

州
に

若
か

ざ
る

に

拘
は

ら

す
其

淡
水
魚
の

分

布
袱
態
は

頗
る

變
化

に

富
め

る

を
見

る
、

先
づ

最
初
に

注
目

す
べ

さ

事

項
は

中

央

画
脈

陵

線
の

兩

側
に

於
て

魚
種
並

び

に

淡
水

魚
の

棲
息

淞
態
甚
し
く

異

な

る

事
之
な

う
。
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（44＞
ぷ 及 に係 關的理 地 の と地 各近 附 と灣壷て せ 併 じ論を布分の 魚 水淡産灣臺

臺 灣 淡 水 魚 分 布 表 　

　

　

賜
、

中
央

山
脹
以

東
に

於
け

る
分

布
號
態

　

緒

言
に

於
て

詳
詮
せ

る

が

如
く

臺
灣
本
島
の

中

軸
を

構
成
す

る

中

央
由

脈
は

島
の

北

東
角
三

貂
角
に

源
を

發
す
る

棲
蘭
肉
版

と

其

南
方
蕪

溥
灣
に

發
し

て

西
南
に

向
へ

る

南

湖
山
脈

も
相
合
し
て
一

帶
の

蓮
山

を
皮
せ

る

も
の

な

る

が

故
に

中
央
山

脈

に

よ

り
て

魚
類

分

布
の

分

界
を
定
む

る

必

要
あ
り

と
せ

ば

棲
蘭
山

脈

を
以
て

北
方

の

起
點
と
な

さ
じ

る

ぺ

か

ら

す、

然
る

に

棲
蘭、
南
湖
兩
山
脈

に

狹

ま
る

よ

宜
蘭
卆

原
を

貫
逋

す
る

濁
水
溪
流
域
の

淡
水

魚
十
四

種

は

タ

ツ

キ

リ

溪
流

域

1

一

二

三

＝

丁
＋

一

二

＝

＝
一

二

＝

二

＝

花

蓮

溪

流

域

＝
一
一
…

二

二

＋

…
一

二
一

二

＋

＝

＝

＝

＝

秀

姑

鑾
溪

流

域

…

＝

＝

＝

＝
±

＝

＝
一

＝

＋

二
一

＝
一

＝

卑
南

大

溪

流
域

二

＝

二

＝
一
±

…

＝

二

＝
÷

二

＝
一

二
一

下

淡

水

溪

流
域

＋

＝

二
一

±
＋

＋

＋

＋

；
一

土
＋

±
＋

；
＋

＝

曾

文

溪

流

域

　

　
「　
−　　　　　　　　
ー　　　　−

＋

二
＋

三
＋

一
士

＋

＝
＋

＝

　

二
一

土
＋

＝
＋

＋

＝

濁

水

溪

流

域

＋

＝

；

＝
＋

＝

±

二
＋

＝

二

＝

二

＝
±

±

二

ー

日

　

　
月

　
　
潭

ー
i
−
1

大

肚

溪

流

域

＋

＋

＋

；

；
＋

＝
…
＋

＋

＝

コ
一

＝

＝
＋

＝
＋

±

‡

‡

‡

‡

土

‡
二

　
亡

＝

＝
＋冖
・

壬

大

甲

溪

流

城

＋

＝

±

±

：
＋

…
＋

±

一
＋

；
＝

±
±

二

＝
一

‡「
・

±

後

瓏

溪．
流

域

　

　

　

　
1ー■　‘　
F

…

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー　　　　　　．
1　　　　　　　　　　幽　畠　
［

・
・
±

±

二
±

・

±

＋

冖
±

＋

＝

二
＋

＝

＝

＝
士

害
＋「

鳳

山

溪

流

域

・

一
＋

士

＝

‡
T
＋

＝
±

・

二

［
士

＝

＝
・
±

＋

；

淡

水

河

流

域

　

　

　

　

　

　

　

　

　

…　　　　　　　　

ー

＋

＝
＋

＝
＋

＋

…
＋

】
＋

＋

・

二
＋

一

＝

一
＋

＋

±
＋

ー

ー
L．
ー
ー

ー
ー．
　「
　　．　　　−　　
1

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

℃　　　　　．　　．　　　．　　
1　
亅

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
【

宜

蘭

濁
水

溪
流

誠

土
一

＝

；

＝
＋

＝

　
＝

＝

＝

＝

‡
コ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー
灘
羅
蕪

　

　

　

　

印

　
　
　

　

度

　
　

　
　

系

… 工国 ；旧 ： に に に
十

÷

キ

キ

，
一

〕

一
±

±

一
±

冖
＋

；
冖
＋

」
＋

十

「
十

「
±

＋

＝

＋

一

＋

＋

＝

＋

「

十

＋
一
十

一
±

±

一
十一

コ コ

1
一

「 ＋一

＋

＝

＋

＝

1−一

±

十

十

± il十 十

十

冖
一
一
一
　
　一

一
一
一
一
一
　　

一
一
一
「
…
　一

十

十
一

十
一
　｝

±

十
　
±
一
　
一
十

±

一

±

÷

十

＋冖
一
　
一
一
±

「

一
一
］

一
冖
一

一
一
一

「
一
一

一
十

十

冖
　

十
　一
　
亠・
↓・
　

一
　一
　一
　一
　

冖

一
十

±

十

十

十

十

十

十

一

十

±

±

±

十

　
±
　一
　」
±
一

十

十
　一
　一
　冖
　

　一
　

一
　「
　

十
　一

十
一
　一
±

十

十

十

±

±
　

士
一
　一
十

±
　
±

十

±

±
一

十

一
十

一

一
十

±

十

十

十［
一
　一
±

十

＋冖
一
　一
＋冖
±

±

十

±

±
一
　
一
　一
　一
　　
＋

一
十

±

±

十

　
±
【
　一
十

±
　
十

一
　亠τ
亠■
亠陰
↓」
　

÷
　一
　一
　一
　

十
　

亠
9

一

‡

±
　
十

十

±

±
　

一
＋

千

⊥
1

⊥
T

　⊥
T

亠●
璽

↑・
†

琶
†

　一
　冖

’
t」na ｝sna ／o ）wm σ sana ．
Pelyaeauthus．　ef 昭 rcu 〜α‘〜tS．

　歪〜
「
almo ．fo，”nosalius ．

　」∫富μ‘7
°
llltSα ，〜9 ！↓〜licaudatus，

　」∬iS∫n．．2ど厂 n でt．，’d ’ cet）、cirl℃ mtS 聊
　cobitia　taenia ．
　CaraSSI

卩
〜侶 aurallts ．

＃ H8 ？nfbarbu3 ‘α ゐερ．
　Lei‘cisc 〜‘8　 schi £ tu，

・
〜｛言，

　ヱLtitcigeu37η8（li〜f零．
Pt’Gna ごhopaogO’i≧fむぎη i ¢ ．
　PSCUt！O∬obio 　bret’ij・ostris・，
P8召！tdora 訪 イ）”a 　pan ，a．

　1｝
α 7
’
α アasbora 　molt ア6ckti ，

　P1雀σ1f εc囎 x・iL・矍 chii ．

　」c乃eiloynathus 　himandegi‘s．
SI ’ho，dei‘30c θ〜ごαれ‘5．

　Za 　CCO 　1｝taty卸ヒis・
　Zac ごO　temmin ぐ1（ii，
f／aceo 　pachtJごephgttts ．
　Ca’ndidia ひα 7 〜レCtta．
＃ C
’
hanodicl‘thys ？nacrol ）s，

　〔ノ産‘〜tfi，r　ao 滝ii．
　C 望‘ltet・bア頗 ‘au （la，
　Cl‘〜θ

・iCllt？’s　kne『i．
　σ正titricul 遅 8　aA

’
eご？z5i5．

kOryzi ・tsiat 戸pes．

十

十

十

十

十

十

十

十

奮

北

慨

珊

系

濁水溪 以 南 に 遶出 ぜ ざ る もの± 豫想産地（備考）
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盡
く

臺
北

李
野
に

棲
息

す
る

を
以

て

此

の

肉

脈
の

存
在
は

雨
地

の

魚
類
分
布
上

何
等
の

影
響
を
輿
へ

ざ
る

事
明
な

b
、

然
る

に

南

湖
出

脈
を
越
へ

て

足
一

度
ぴ

東
臺
灣
に

入
る

や

其

魚
相

隣
接
せ

る

宜

蘭
甼
野
其

他
の

地

區

も

甚
し
く

異
な

る

の

み
な

ら

す
其

種
數
意

外
に

貧
弱
な

る

に
一

驚
を

喫
す
べ

し、

先
づ

印

度
系
に

屬
す

も
る

の

を

見
る

に

北

接
せ

る

宜

蘭
卒

野

に

於
て

は
五

種
を

産
す
る

に

拘

は

ら・
で

此
の

地

域
に

棲
息

す
る

は

　
　
　
弓Q
。

§
ミ
恥

き
霎
恩

§
§

婁
ミ
§
戔
物

　
　
　

魯
ぎ
き

ミ
鯉

霎

ぎ
N

四

§〜
匙帖

の

二

種
に

過

ぎ

す
、

右

兩
者
の

内
前

者
は

其

形

態
溪

底
に

吸

着
す

る

に

適
し
能
く

儉
崖
を

攀
ぢ

て

急
渡
を

潮
上

す
る

の

牲
あ

b
從
つ

て

中
央
山
賑

に

源
を
發
す
る

各

河
州
の

最
上
流

に

棲
息
す
る

も
の

に

し
て

之

を

發

見
せ

る

タ

ツ

キ

y
溪
花

蓮
溪
の

最
上

流
と

腹

背
相

接
せ

る

下

淡
水

溪、
大
肚
溪

等
孰
れ

も
之

を

産
す

。

從
つ

て

急
雨
時

に

激
湍
を
な

し
て

由

腹
を

落
下

す
る

の

際
水

深

相
近

き
之

等
の

河

川
に

於
て

本
魚
が

東
よ

り

西
に

或
は

西

よ
り

東
に

移
行
す
る

揚
合

あ

う

得
だ

る

は

想

像
す
る

に

難
か

ら

ざ
る

處
な

り、

家

に

齧
、

ミ・

貯
さ
§

ぎ
N

ミ
ミ
調

は
此

地

方

に

頂
包
o

泣
5

畧
Φ

す
る

種
類

に

し
て

殆

ん

ど
其
土

着
種
な

る

か

の

如

き

觀
を

呈
せ

る

中

央
出
脈

以
西
に

於
て

は
僅
に

下

淡
水

溪
並
び

に

曾

丈

溪
等

新
高

山

彙
以
南
の

河
川

に

其

片
影
を
認
め

得
る

に

過

ぎ

す
．

　
次
に

舊
北

帶
系
の

魚
類
を

見
る

に

之

亦
前

者
と
等
し
く

其

種

數

極
め

て

尠
な

し
、

卸

ち
此
の

地

域

に

發
見
せ

ら
れ

陀
る

既
知

種
は

次
の

五

種
に

過
ぎ

す
。

　
　
　
一

゜

罫
竜
§．

鬟
恥

§
ミ

ミ
ミ
毳
鐸

爵
ミ
幹

　

　

　
ρ

　

さ
遣

ミ
ミ
岳

§
龕
§

鼠
噛
、

o

畏
曽

　

　

　
Oo°
　

O
§
§
鴇
軌

§
§
津
、

象

ミ
恥゜

　

　

　
虧゜
　
N
ノ

ミ
き
ミ
尽

ミ
ま

嘘

ミ
eg

’

　

　

　
勢
　

 
評
o
融

勢

ミ
寓

卍
悦

謝 
竃
潮
帖
賠゜

　

右
の

内

鰌、

鮒

及
び
モ

ロ

コ

は

島
の

内

外
を
逋
じ
て

其

分
布
矗

域
極
め

て

廣
き

も
の

な
る

が

故
に
之

等
が

東
部
臺
灣
に

棲
息
す
る

は

合
理

的
な

り

と

思
意
す
之

等
を

除
け

ば

舊
北

帶
系
の

も
の

と
し

て

只

 

ぎ
H

蓉
§

閑
畠

§
鳶
脳

を

擧
げ

得
る

に

過
ぎ
ざ
る

が

此
の

種

は
印

度
系
に
於

け
る

硫

窯
戔

ぎ、
ミ

寒
ミ
§
ミ

と

同
樣
臺
束
夲
野

の

水

田

細
流
に

多

産
す
る

特
産
種
に

し
て

稀
に

臺
北

及

び

宜
蘭
地

方
に

産
す
る

以

外

他
に

之

を
見
争

。

　

之

を

要
す
る

に

南
湖
山
脈
並

び

に

中
央
山

賑
に

よ

り
て

包
圍
せ

ら
る

よ

東
部
臺
灣
は

其
地

勢
上

河

床
の

傾
斜
急
に

し
て

河
長
短
く

奔
流

直
ち
に

海
に

入
る

が

故
に

繊
賜
な

る

魚
類
の

棲
息

に

適
當
せ

す
加
ふ

る

に

其
境
界
を
な

せ

る

中
央

山
賑
は

其
陵
線
一

萬
尺

以

上

の

標

高
を

示
し
四

時
雪
を
載
け
る

個
處

尠
な
か

ら
ざ
る

が

故
に

西

部
の

軍

地

に

棲
息

す
る

魚
類
が

之

を

突
破

す
る

事
能
は

ざ
る

は

自

明
の

理

な

う、

之

此
の

地

域
に

最
も

頑

強

に

し
て

廣
ぐ

分
布
し

得

る

性
質
の

所
持
者

把
る

鯰
の

如
き

類

を

す
ら
發
見

し

得
ざ
る

原

因

に

し
て

上

記
の

連

山

が

淡
水

魚
の

分
布
上
一

犬

障
壁

を
な

し
つ

｝

あ
る

は

亳
も

疑
を
狭
む

餘

地
な

き

事

實
な

る

に

似
だ

り
。

　

中
央
山
脹
の

南
端
は

山

勢
次

第
に

衰
へ

恒
春
地

方
一

帶
の

丘
陵

に

連

り
て

鵞
鑾
鼻
岬
角
に

恚…
く、

從
つ

て

此
の

地

域
に

於
け
る

東

西
の

別
は

著
明
な

ら
ざ

れ

ど
も

予
は

中
央
山

脈
の

脊
陵
を
な
せ

る

線
を

以
て

其
境

界
と
な

し

南
湖
山

脈

以

南
中
央
山

賑

以

東
の

被
長
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吟

句
　

な
る

地

隔
を

他
と
區

別
し
て

特
殊
な
る

分
布
區

と

見
做
す
事
の

有

σ
　
　

意

義
な

る

を
主

張
せ

ん

ど
す

。

及 に係 關的理 地 の と地 各近 附 と灣臺 て せ 併 じ論 を亦分 の 魚 水淡産灣臺

二
、

中
央

肖
脹

以

西
に

於
け

る
分
布
状
態

　

宜

蘭
濁
水

溪
流
域

よ
り

下

淡

水
溪
流
域
に

至

る

中
央
山

脈
以

西

の

地
に

於
て

は

束
臺
灣
に

比

し
て

淡
水

魚
の

種

類
極
め

て

豊
富
な

る

の

み

な

ら

す
印
度

系
並

び

に

舊
北

帶

系
の

魚

類
相

混
交

し
て

棲

息
せ

る

か

の

如

き

觀
を

呈
す、

然
れ

ど
も

詳
細
に

之

を
觀
察
す
る

に

各
地

に

於

け
る

兩

系
魚
類
の

配

合
歌
態
は

決
し
て
一

標
な

ら
す

北

部
に

於
て

ほ

概
し
て

舊
北

帶
系
の

も
の

優
勢
な

れ
ど
も

南
す
る

に

從
ひ

て

主

客
顛
倒
の

觀
を

呈
し

屏
東
雫

野
に

於
て

は
印
度
系
の

も
の

他
に

比

し
て

甚
だ

多
數
を

占
む

る

を
見

る
．

今
試
み

に

表

示

せ

る

地

匳
に

棲
息

す
る

魚
類
の

總

數
に

聾
す
る

兩

系
の

比

率
を
左

に

詒
録
す
べ

し。

　

地

　
區

宜

蘭
濁

水
溪

流

域

淡

水
河

流

域

鳳
由

溪

流

域

後

瀧
溪

流

域

大

甲

溪
流

域

大

肚

溪
流

域

ロ

　
月

　
潭

齧
水

溪

流

域

曾
交
溪

流

域

下

淡
水

溪

流

域

種

數
一

四

三

〇

一

四

　
八

　

九

二

四

一

九

　

四

「
二

二

三

印
度

系

五
（
三

六

％
）

】
三
（
四

三

％
）

八
（
五

七

％
）

三
（
三

七

％
）

五
（

五

六

％
）

＝
二

（

五

四

％
）

一

〇
（
五

二

％
）

二
（

五

　
鋳
）

七
（

五

四

％
）

一
耐
門
（亠
ハ

→
藤
）

舊
北

帶

系

九
（

六

四

％
）

「
七
（

五

七

％
）

六
（

四

三

鶸
）

五
（
山

ハ

三

％
）

四
（

四

四

跖
）

→
一
（

四

六

％
）

九
（

四

八

％
）

二
（

五

〇

髫
）

五
（

四

六

％
）

九
〔

三

九

％
）

　

右

の

表
に

就

て

之

を
見
る

に

臺
潜
本
島
の

北

端
に

位
せ

る

臺
北

卒

野
に

於
て

に
印
度
系
の

魚
類
は

總

數
の

四
三

％

な

る

に

鞠
し

舊

北
帶
系
の

も

の

は
五

七
％

を
占
む

れ
ど

も

南
端
な
る

屏
東
単

野
に

於
て

は

印

度
系
六
二

％

舊
北

帶
系
三

八
％

な

る

關

係
を

示

し
南
す

る

に

從

ひ
て

舊
北
帶
系

の

魚
類
は

漸
次

勢
を
減
す
る

も

の

な

る

事

を

明
示
せ

b
。

　

籾
て

右
に

掲
げ
セ

る

數
字

は

予
が

所

持
す
る

標
本
の

産
地

を

基

礎
と
し
て

算
出
せ

る

も
の

な

る

が

故
に

淡
水
魚
分
布
の

實
況
を
明

示

す
る

も
の

と
云

ふ

事

能
は

ざ
る

べ

し
、

如

何

と
な

れ

ば

探
集
不

完
全
な

り

し

地

域
に

於
て

は

鮒、

鰌

の

如
き

普
通
種
を
す

ら
逸
せ

る

事
あ
夢

從
つ

て

臺
北
臺
中

爾
方
面
よ

り

標
本

を
得
て

奘

中
間
地

帶
よ

ら

之

を
得
る

事

能
は

ざ
り

し
揚

合

あ
う

し

と
せ

ん
炉

該
中
間

地

帶
に

は

全

く
之

を
産
せ

ざ

る

も
の

と

し
て

之
を
取

扱

ひ
乾

る

が

故
な

り、

今
之

等
の

弊
を

矯
め

ん
が

紀

め

臺
北
と

屏
東
と
に

伺
一

種
を

産
す

れ

ば

西
部
一

帶
に

之

を

産
す
る

も

の

と
見

倣

し
分
布
表

に

±

の

記
號
を

以
て

示
せ

る

個
處
は

理

論
上

分
布
地

と

認
む

る

事

と
し
て

更
に

爾

系
魚
類
の

混
合
程

度
を

比

較
す
べ

し

但
し
日

月
潭

は
極
限
せ

ら

れ
陀

る

湖
水
面

に

し
て

現

在

知
ら

れ

だ
る

種
類
以

外

の

も

の

を

發
見
す
る

事

な
き

は

明
な

る

事
實
な

る

が

故

に

茲
に

は−

之

を
除
外
す
る

事
と

な

せ

り
。

宜

蘭
濁

水
溪

流
域

淡

水
河

流

域

鳳
由

溪
流

域

後

鵬
溪
流

域

大

甲
溪
流

域

大

肚
溪

流

域

濁

水

溪

流

域

β

度

系

五
（

三

六

％
）

冖
三
（
四

五

％
）

一

四（
四

五

％）

一

四
（

四

五

％
）

一
六
（

五

二

％
）

一
七
（
五

二

麗
）

九（
四

七

％
）

奮
北
帶
系

九
（

穴

四

％
）

一

六
（

五

五

％
）

→
五
〔

五

五

％
）

一

五
（

五

五

％
）

一

五
（

四

八

％
）

一

六
（

四

八

％
）

一

〇
【

五

三

鮖
）
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卷 五 十 三 第 誌 雜 學 物 動（47）

　
曾
交

溪
流

域
　
　
　
　
　
　

二
（

五

二

％）
　
　
　
　
　
一
ハ
）
（

瞑

八

％
）

　
下

淡

水
溪

流
域

　

　
　
　
　一

四
（

五

八

％
）

　

　

　

　

　

】

O
（

四
二

％
）

　
右
表

に

現
は

れ

た

る

結

果
に

徴

す
る

も
臺
灣

本
島
を
縱
走
せ

る

中
央
山

賑

以
西

の

地

帶
に

於
て

は

印
度
及
び

舊
北

幾
兩

系
魚
類
の

種
類
は

各
地

李

均
せ

す
北

部
に

於
て

は

叩

度
系
の

も
の

劣
勢
な

れ

ば

も

漸
衣

南
に

向
ふ

に

從
ひ
て

他
を

壓

倒
す
る

傾
向

を

有
す
る

事

を

明
な

う
。

　
上

詑
の

如
く

西
部
臺
灣

に
於

け
る

爾

系
魚
類
の

分
布
妖
態
が

生

物

學
上

考
慮
に

値
す

る

事

實
を

示
せ

る

事

を
知
b
得
把

る

は

予
の

大

に

欣

幸
と
す
る

處
な

る
が

上

記
の

分
布
表
に

現

は

れ

κ
る

事
實

は

更
に

或
る

何

物
炉

を

吾

人
に

暗
示
す
る

に

似
髭

b
、

即
ち

臺
北

附

近

よ

り
大

肚
溪
流
域
に

至

る

地

域
に

棲
息

す
る

種
類
に

し
て

濁

水

溪
以

南
に

進

禺
せ

ざ
る

も
の

爾

系
を
併
せ

て

左

記

十
三

種

あ
り

　
　
召

矯

嗣

匡

竃・帖
9
〜
 鴨
配帖
象
§
9胸
暗゚

」
O
、軸
9
〔
兮

魯
噂

9、
竃
詔

黒恥゚

b馬
9
臼

ミ
黥
、
ご｝
§
o

罠
碧h
幹

卜帖
＆

6
建
豊
§

蕊
O
侮

罵
句

蜜

辱

ミ
蔓
奏
魯

葦
a

ミ
き

箋
豊’

匡

象・
O
霧
OO

舒

窪

貯
勉

蓼
鴇

蓴
O切
鳧

諱
震

孕

丶”
ミ
亀
集

翕
艇

璋呷、
匙〔・
『転阜

軽

ぎ
耄

さ
丶
ミ
諱
戛

§
§．

　

　

麟
爵
譱
粥

寒
詔酷
笥

R
『鯉
窪吻
hge

恥
O。

へ
誉
ミ、
る
憶

O
 
O
譯

數
煢
竜

亀゚

玩、
6
氏
鳴

9働
Oq

鳴

黛

鼠酎
竄

勲

簸

§
呂

姶

§
書
q

§
調

ミ

磊．

へ

蓄

烹

曇
之
ミ
酔

蒭

　
之

を

爾
系
魚
類
の

總

數
に

比

す
る

に

印

度

系
魚
類
の

三

〇
％

奮

北

帶
系

魚
類
の

二

〇
露

は

濁

水
溪
に

到
遶

し
て

其
南
進

を

温
止
せ

ら

れ
っ

よ

あ

る

に

似
だ

り
、

叉

濁
水

溪
以

南
に

棲
息

す
る

魚

類
を

見
る

に

　
　
　
匡

ミ
龕
。・
o

寒

ミ
塞
嬉

き
嬉

鑓
ミ

鬟．

　
　
　
O

§
毳

ぎ

き

ミ

億
銹

鼠
o

ミ
ミr

　
　
　・
ぜ
、

ミ冖
伽

§・
黛
客

丶

ミ

寒
§
蝕．

　
　
　
GQ

窯
装
ぴ

§・
ぎ
鍋

轟

§
趨

ミ
峯

　
　
　
弊
匙
鏡【
§

ぎ
鼕
§
遷曽
選
シ゚

　
　
　
貸
鐸

象
ミ
ぴ

龕
曽

母

辱
ミ（
鮮

　
　
　
貸
§

黛

ミ
O

霍

鳶

務

象
導

欝
養
賦
c・°

等
の

如

く
新
高

出

彙
以

南
の

地
に

分
布
す
れ
ど
も
そ

れ

よ
b
以
北

に

姿
を

現
は

ざ
る

も
の

あ
塾、

斯
の

如

き
事

實
は

濁

水

溪
そ

れ

降

身
が

魚
顛
の

分

布
上

多
少
の

障
害

を
與
へ

つ

よ

あ
る

も
の

な

る

事

を
示

す

も
の

に

非
す
し
て

何
ぞ

や
。

　

既
に

述
べ

陀

る
が

如

く
濁

水
溪
は

臺
灣

第
一

の

長
流

に

し
て

源

を

合
歡
出
の

南
に

發
し

霧
杜
附
近
に

至

b
て

萬
大
溪
雫

肚

溪
及
び

群

大

溪
を

併
せ

た

る

後
西［
に

向
ひ

深
刻
な

る

峽
流

と
な

り
て

後

山

並

び
に

前
山

を
横
斷

す、

其

最
上

流
は

水
勢

極
め

て

急
な

る

清
流

な

れ

ど
も
萬
大

溪
を

容
る

3
や
忽

ち
濁

流
と

變
じ

黄
波
岸
を

噛
ん

で

西

海

岸
に

殺

倒
す
る

が

故
に

共
本

流
は

殆

ど

全
く

魚
類
の

棲
息

に

適
せ

す
隣
接
せ

る

大
肚
溪
其

他
に

は

多

數
の

魚
類
を

見
る

に

拘

は

ら

す
濁
水

溪
に

噬
々

四

種

を

探

集
し
得

だ

る

に

過

ぎ

ざ
る

は

其

因
茲

に

存
す

る

次

第
な

る

が

右
の

四

種

も

霧
瓧

以
北
の

清
流
の

産

に

し
て

濁
水
に

棲
息

す
る

も
の

に

は

あ
ら
ざ

る

事

を
特
に

注
意
せ

ざ

る

べ

か

再

す、

濁
水

溪
が

湖

濁
す
る

は

萬
大

溪

上

流
に

於
て

絶

へ

す
土

砂
の

崩
潰
す

る

地

點
あ
る

が

だ

め

な

る

は

周
知
の

專

實
な

る

が

其

茲
に

至

り

し
は

古
き

時

代
よ
b
の

事
な

り

し

に

は

葬
ざ
b

し
な

る

べ

し、

從
つ

て

其

存
在
が

氷
河
賻
代
若

く

は

第
三

觴
等
の
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（48）及 に 係關的理 地の と地 各近附 と灣臺 て せ 併 じ論を布分 の 魚水淡産灣臺

時
代
に

於
け
る

淡
水

魚
の

分
布
を

左

右
せ

し
も
の

と
は

首
肯
す
る

事

能
は

ざ
れ

ど
も
現

在
に

於
て

は

最

も

普
逋
な

る

魚
種

を
す
ら

見

禺

し

得
ざ
る

程
大
な

る

障
害
を
與
へ

つ

≧

あ
る

な

り、

北
部
に

棲

息

す
る

種
類
の

多
く
が

現

時
臺
南

屏
東
方

面
に

棲
息

し
つ

3
あ
る

事

實
に

徴
す
れ

ば

往
時
は

濁
水
溪
も

其
水
清
澄
に

し
て

等
し

く
之

等

を

包

容
せ

し

も
の

な

る

を

想
像

す
る

に

難
か

ら

す
。

　

濁
水
溪
流
域
を
越
ゆ

れ
ば

直
ち
に

熱
帶
圈
に

入

る

の

み

な

ら

す

新
高

山
彙
阿
里
山
群

山

等
東
よ

b
西
に

連
亘

し
て

下

淡
水
溪
曾

文

溪
等
の

水
を

分
ち
以
て

更
に

甚
し

き

障
壁
を
な

せ

b
、

上

記
十
三

種
の

魚
類
が

此
地

域
を

越
え

て

遠
く

南
に

達
せ

ざ
る

は
之

等
の

諸

因

相
合
し
て

作

用
し
つ

よ

あ

る

が

爲
に

非
ざ

る

な

き
や

。

第
五

章

臺
灣
に
先

住
せ

る
淡
水

魚

塩

　
臺
灣
産
淡
水
魚
に

北
よ

り

渡
來
せ

る

も
の

と

南
よ
り

渡

來
せ

る

も
の

と
の

二

種
あ
る

事
既
に

詳
論
せ

る

處
な

れ

ど

も
其

孰
れ

を

先

住

者
と

見
做
す
べ

き
や

之

次
に

解
決
す
べ

き

問
題
な

ウ

と
す。

　
掬
も
生
物
は

基

本

形

と
分
離
せ

る

時
代

古
き

も
の

程

著
し
く

變

化
す

る

と
同
時

に

或
る
一

地

方
に

長
く

棲
息
せ

る

も
の

は

新
し

き

も
の

に

比

し
て

其

形

態
に

變
化

を

來
す

程

度
甚
し

き
は

普
く

人
の

知

る

處
な

り
、

今
臺
灣
産
淡
水

魚
に

就
て

之

を

見
る

に

印
度

系
及

び

舊
北

帶

系
の

魚
類
に

し
て

新
種

と
認
め

ら

れ
た

る

も
の

即

ち

母

系
よ

り

變
化
せ

り

と

認
め

ら
れ

だ

る

も
の

は

左
の

如
き

關

係
を

示

せ

b
。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

總

數
　

　

新
種

數
　
　

百

分

牽

　
　
　

印

度

系

　

　
二

七

　

　
一

九

　

　
七

〇
％

　
　
　

舊
北

帶
系

　

　

二

五

　

　

一

三

　

　

五
二

％

　

右
の

如

く

新
種
を

生
ぜ

る

程
度
は

印

度
系
に

多
ぐ

舊
北

蔕
系
に

尠
な

し、

次

に

叉

屬
を

新
設
せ

ざ
る

を
得
ざ
る

程

度
の

變
化
を

來

さ

し
む

る

が

爲
に

は

更

に

長
年
月

を

經
過
せ

し
め

ざ

る

ぺ

か

ら

す

今
兩
系
に

就
て

之

を
見

る

に

其
關
係
左
の

如
し

。

　
　
　

　
　
　

　
　
　

屬

數
　
　

新
屬
數
　

　

百
分
牽

　
　
　
印

度

系

　

　一

コ

　

　

八

　

三

八
％

　
　
　
舊
北

帶
系

　
　
　
噌

九

　
　
　
　
四

　

　
　
二
一

％

　
此
の

揚
合
に
於

て

も

印

度
系
に

於

け
る

變
化
は

他
に

比

し
て

甚

し
く

大
な
h・

。

　
徇

最
後
に

臺
灣
本

島
の

最

南
部
即

ち
下

淡
水

溪
流

域
に

發

見
せ

ら
れ

だ

る

二

十
三

種
の

淡
水
魚
を
其

系

統
に

よ

り
て

分
て

ば
左

の

如

き

朕
況
を

呈
す

。

Ho

｝∂ 鉾 sG 噂 伊 典 堕 坪 ド

　

君

渇

飄

 
矗

憶

黛

既h
盧、・
釋
切

9
砺
O肺
自‘

O〜
騨
「画
島
初

を
摯
咢η．

簿
囂画
ミ

廻
N9

き
『

ミ
｝

毳

鬘
鉾

じQ

自

覧
題

舞
塁
肺
§
ミ
餮軌
鶏。。
蛬

硲

婁
ミ
ミ
O

§

ミ
ミ
へ「
ミ亀
O

導
竃．

ト、
堕

9
ミ佃
ミ
ミ伽
傷、、
ミ
寶

髦
ミ゚

臥

ミ
o

器
o

ミ

ミ〜
竃
帖
ミ．
腎．
唱

ミ
§°

Q
象

篭
鳶

営

蔆
ミ

受

扇
o、
9
象

言．

魯
き
蓼

ミ
四

誤

ぎ
窺
に

3
戳

5

趣

貯臥
ぎ
き
窪
へ、軻
睾

腎

爭

貯
鉾

91P 樽 Pt　 Fle 砂 ド ピ

　

麟
き
纛
弾
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ミ
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器

亀
ミ

ミ

ミ
霙
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匙

ミ

竃．

O
騨
『

篩

携
暫

毳

9
匿

『

臼

2
赱’

 

鬘
戴
o

着
偽

ざ

毳
憾

ミ
器゚

 

寒
亀周
ξ

蠧
籌
戞

藏
ミ
黛

謁馬
ミ
ミ

。・

き
q8

冨
9

ミ
嚏h
賄゜

き汽
邑

O

驚
こ

§
鼠
菷
O
押

蝕゜

O
矗
ミ

創

謡
 巨
『

黛
『

掣

a、
P

O
畧

窺

 

魯
窪

寄

窃

奪
鳧
鷲噺．

6
試「、
ミ（．
ミ
鴦
餞

譯

曾
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奮
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』

同゜

均
袋

魯

ミ
§
§

言
陣

澄

押軌
勇

　冖
ド

　
鞄．
ミ

言
β

S9
°

晶．

O

慧画
黠

喜
ミ

器
肺
幾
智
諱

霧・

　

；’

暢
。

ミ

諱
隣

§
評

鬢

竜
魯
。

蟹

ざ
欝恥・

　
即

ち

全

數
の

六
一

％

は
印
度
系
な

る

が

故
に

此
地

域
に

於
て

は

舊
北

帶
系
の

も
の

の

勢
力
極
め

て

微
弱
な

る

事
明
な

り
。

　
以

上
の

事
實
を
綜
合
し
て

考

察
す
る

に

種
及

び

屬
の

變
化
は

印

度
系
に

多
き
の

み
な

ら

す
島
の

南
端
に

到
逹
し
て

盛
に

繁
殖
し
つ

あ
る

種
類
も
亦

印
度
系
に

多
し、

故
に

予
は

既
に

印

度
系
の

も
の

主

棲
息
せ

る

地

域
へ

奮
北
帶
系
の

魚
類
が

侵
入

し

來
り

だ
る

も
の

と

認
め

印
度
系
魚
類
を
以
て

臺
灣
島
の

先
住

者
な
b
と
斷
ぜ

ん

と

す
。

總

　
　
括

以
上

詳
読
せ

る

處
を
綜
合
し

セ
る

結
果
は

左
の

如
し

ニ
ーミ 箕 四气

臺
灣
産
純
淡
水
魚
に
は
二

種
の

系
統
あ
b、

　一

は

印
度
系
に

し
て

O

薯−
岳
爵
の

印

度
臨

を
其

分
布
區

域
と
し

他
は

舊
北

帶
系
に

し
て

揚
子
注
以

北
の

温
帶
地

方
即

ち

奮
北
帶
を

分

布

畷

域
と
す

揚
子

江
は

¢
⇔

蕎
頃

鍵
の

區

劃
せ

る

北
帶
と

熱
帶
と
の

境

界

線
な

b

南
支

那
は

印
度
舊
北

帶
兩
系

魚
類
の

混
合
地

帶
な

ち

臺
灣
本
島
は

往
古
支
那
本
土
の
一

部
な

り

し

事
を

認
む

臺
灣
本
島
と

比

律
賓
湃
島
と
は

地
理

的
關

係
な

し

臺
灣
本
島
を

縱

走
せ

る

中
央

由

脈
の

爾
側
に

於
て

淡
水
魚
の

分
布
欺
態
を
異
に

す、

南
湖
画
脈

以
南
中

央
山

飯
以

東
の…
狭

七、へ九、十
、

P

長
な

る

地

矗
を

東
鏖
灣
と

名
づ

け

宜
蘭
卆
野
よ

う

屏
東
李
野

に

至
る
一

帶
の

地

區

を
西
臺
灣
と

名
つ

く

西

臺
灣
北

部
に

於
て

は

舊
北

帶
系
の

魚
類
優
勢
な

れ
ど
も

漸

次

南

す
る

に

從
ひ
て

印
度
系
魚
類
の

種
數
増
加

す

東
臺

灣
に

於
て

は

西
蠱
灣
に

極
め

て

普
逋
な

る

種
類
を

發
見

せ

ず
魚
種
極
め

て

貧
弱
な
疹

濁

水

溪
は

淡
水

魚

分

布
上
の

障
壁

を
な

し
つ

よ

あ

る

に

似
陀

b印
度

系
魚
類
は

臺
灣
に

於

け
る

先
住
者
な

う

擁

録

　
　
　
　

蟹

　
と

　
水

　
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

茂

　

市

　

郎

　
蟹
類
の

或
種
は

往
々

に

し
て

水
田

を

加
害
す
る

こ

と

あ
り、

予

は

廣
島

市
の

海
岸
地

方
の

水
田

に

蟹
多

數
棲
息

し

畦

絆
に

穿

孔

し

水
田
の

水

を
漏
し

機
械
的
障
害
を
稻
に

與
ふ

る

こ

と

あ
る

を

實
見

し
π
b

（

明
治
三

十
八

年
よ

り

四

十

四

年
に

至
る

間
）

。

又

沖
縄
の

或
地

方
に

於
て

も

水
田

に

蟹
の

被
害
あ
り

。

　
叉
岡

山

縣

兒
島
郡

藤
田

村
に

於
て

は

其

新
開

墾
地

の

水
田
に

於

て

蟹
害
を

被
む

う
一

時
は

頗
る

困

却
せ

し
こ

と
あ
う

。

其
の

酸
况

を
問

合
せ

セ
る

に

藤
田
組

兒
島
灣
開

墾
事

務
厨
よ
う

大

正
五

年
二

月
十
日

陷

を

以
て

左
記
の

如
く
回

答

し
篆

れ

り
。
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